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令和３年※月※日  

 

 情報通信行政・郵政行政審議会電気通信事業部会 

  部会長  三 友  仁 志 殿 

 

                          接 続 委 員 会 

                             主 査  相 田  仁 

 

 

報 告 書（案） 

 

 

令和３年５月28日付け諮問第3139号をもって諮問された事案について、調査の結果、

下記のとおり報告します。  

 

記 

 

１ 本件、東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社の第一種指定電気

通信設備に関する接続約款の変更の認可（加入光ファイバに係る接続メニューの

追加等）については、諮問のとおり認可することが適当と認められる。 

 

２ なお、提出された意見及びそれに対する当委員会の考え方は、別添のとおりで

ある。 

 

以上 
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別添 

「東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社の第一種指定 

電気通信設備に関する接続約款の変更案」に対する意見及びその考え方（案） 
－加入光ファイバに係る接続メニューの追加等－ 

意見募集期間：令和３年５月29日（土）～同年６月28日（月）（案件番号：145209745） 

再意見募集期間：令和３年７月１日（木）～同年７月14日（水）（案件番号：145209766） 

 

意見及び再意見提出者一覧 

意見提出者 ７件（法人等：５件、個人：２件） 

再意見提出者 ６件（法人等：６件、個人：０件） 

（敬称略） 

受付 意見提出者 再意見提出者 

１ 一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会 東日本電信電話株式会社 

２ 楽天モバイル株式会社 西日本電信電話株式会社 

３ ソフトバンク株式会社 KDDI株式会社 

４ 株式会社 オプテージ 楽天モバイル株式会社 

５ KDDI株式会社 ソフトバンク株式会社 

６ 個人A 株式会社 オプテージ 

７ 個人B  
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（■：ＮＴＴ東日本・西日本からの意見 ●：ＮＴＴ東日本・西日本以外の事業者・団体からの意見 ▲：個人からの意見） 

意見 再意見 考え方 
修正の 

有無 

意見１  

● フレキシブルファイバが接続メニューとして提

供されるようになることで、提供条件が明確にな

ることは望ましい。 

● 現在卸役務で利用されている回線の接続メ

ニューへの移行については、接続事業者と十分

協議の上で決定することを要望。 

● 光ファイバは地方においても国民生活の重

要なインフラであり、ルーラルエリアへ提供す

るフレキシブルファイバの接続メニュー化が

都市部と地方の料金格差の固定化につながら

ないよう、引き続き検討することが必要。 

● フレキシブルファイバを複数の事業者間で

共用する場合の接続料および条件については、

現在利用中の事業者に限らず、接続事業者等の

意見を広く取り入れ、接続約款の変更手続によ

り規定することが必要。 

再意見１ 

■ ルーラルエリアへ提供するフレキシブルファイ

バの接続メニュー化、特定光信号端末回線の事業

者間での共用及び現在卸役務で利用されている回

線の接続メニューへの移行については、引き続き

接続事業者等との協議において丁寧な意識合わせ

を行い、今年度第２四半期中に、接続約款変更の

認可申請を行う予定。 

 

考え方１ 

 

○ フレキシブルファイバが卸から接続になることで、

提供条件が明確化されること自体は望ましいことと

考えます。 

現在卸で利用している事業者が接続に移行す

る場合の条件や手続きについては、接続事業者と

十分協議の上で決定することを要望します。 

○ 当社は、既にご要望が具体化している事業者

様とこれまでも複数回にわたり協議を重ね、ルー

ラルエリアへ提供するフレキシブルファイバの接

続メニュー化、特定光信号端末回線の事業者間

での共用、並びに現在卸役務でご利用いただい

ている回線の接続メニューへの移行について、事

○ NTT東日本・西日本におい

ては、引き続き、接続事業

者・関係団体との協議を進

め、その意見・要望を十分考

慮しながら、速やかな接続約

款変更の認可申請に向け

無 
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また、今後ルーラルエリアのフレキシブルファイ

バの認可申請も予定されていますが、光ファイバ

が地方における国民生活の重要なインフラである

ことは全国どこでも変わりません。人口が少ない地

域に新たに敷設する光ファイバの多くがフレキシ

ブルファイバになってしまうと、都市部と過疎地で

光ファイバの利用料に大きな差が生じることになり

ます。これは地方の振興にとって悪影響になること

から、フレキシブルファイバの制度化が都市部と地

方の料金格差の固定化につながらないよう、引き

続き検討することが必要です。 

（一般社団法人日本インターネットプロバイダー協

会） 

 

○ フレキシブルファイバを複数の事業者間で共用

する場合の接続料および条件については、フレキ

シブルファイバに関する今後の一般的なルールに

なりうることから、現在利用中の事業者に限らず、

接続事業者等の意見を広く取り入れ、原則として

接続約款の変更手続により規定する必要があると

考えます。 

業者様からのご意見を踏まえつつ手続及び運用

方法等についての検討を進めているところです。 

今回、事業者様からいただいたご意見につい

ては、以下のように検討を進めていく考えです。 

・  具体的な運用方法については、今回申請し

たビルの屋上等に設置する特定光信号端末回

線における手続を参考に検討を進めておりま

す。 

・  受付や設備管理等を効率的に行う観点から

必要となるシステムについては、運用方法や費

用負担等の整理を踏まえて、現在運用中のダ

ークファイバに係るシステムを改修し、必要な

機能を可能な限り低廉な費用で開発できるよう

検討しているところです。なお、ダークファイバ

に係るシステムの改修が完了するまでの期間

については、暫定的な運用で対処する考えで

す。 

・  接続メニューへの移行については、卸役務で

利用している回線 ID を継続して利用できるよう

に検討を進める等、事業者様の負担が最小と

なるように検討を進めていく考えです。 

て、ルーラルエリアへ提供す

るフレキシブルファイバの接

続メニュー化、特定光信号端

末回線の事業者間での共用

及び現在卸役務で利用され

ている回線の接続メニューへ

の移行に関して、手続及び

運用方法等についての検討

を進めることが適当と考えま

す。 

○ 総務省においては、今後の

接続約款の認可プロセス等

を通じて、これらのNTT東日

本・西日本における対応等を

確認するとともに、追加的な

ルール等の整備や対応につ

いて、必要に応じ、検討して

いくことが適当と考えます。 
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（一般社団法人日本インターネットプロバイダー協

会） 

 

・  特定光信号端末回線の事業者間での共用

については、事業者様からのご意見をふまえ、

全事業者が共用可能とすることを前提に検討

を進めております。 

今後も引き続き事業者様との協議において丁

寧な意識合わせを行い、今年度第２四半期中

に、接続約款変更の認可申請を行う考えです。 

なお、当社としては、今後も市場環境等を勘案

の上、光提供エリアの拡大について継続的に検討

していく考えです。 

（NTT東日本・西日本） 

意見２ 

● 本約款案において、ビル屋上に新規設置され

るフレキシブルファイバに係る料金や手続等

が明示されたことにより、適正性、公平性、透

明性が担保されたことについて賛同。 

● 現在卸役務で利用されている回線の接続メニ

ューへの移行も含め、引き続きNTT東西及び事

業者間において議論を重ねていくとともに、迅

速な提供とシステム・運用コストの抑制の観点

から、なるべくシンプルで全事業者に最適な形

でスモールスタートさせるべき。 

● フレキシブルファイバについて、卸提供にお

いては、設備の共用は事業者間の合意を前提と

してきましたが、接続メニューにおいては、要

望すれば必ず共用することを可能とすべき。 

再意見２ 

■ 特定光信号端末回線の事業者間での共用及

び現在卸役務で利用されている回線の接続メ

ニューへの移行については、引き続き接続事業

者等との協議において丁寧な意識合わせを行

い、今年度第２四半期中に、接続約款変更の認

可申請を行う予定。 

● 賛同意見（一者） 

● フレキシブルファイバに係る設備の共用に

ついては、共用する接続事業者の増減に伴って

費用負担や請求方法、設備障害発生時における

情報連携手法の取り決め等が必要であること

から、要望すれば必ず共用可能とすることは好

ましくない。 

考え方２ 
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○ 本約款案において、ビル屋上に新規設置される

フレキシブルファイバに係る料金や接続申込み等

のフロー、手続きに必要な時間の目安等が明示さ

れたことにより、適正性、公平性、透明性が担保さ

れたことについて賛同いたします。 

フレキシブルファイバの接続メニューについて

は、現在利用している卸から接続への移行に係る

手続きや保守ルールなど、事業者も含めて調整を

行うべき事項が存在していることから、引き続き

NTT 東西殿及び事業者間において議論を重ねて

いくべきと考えます。一方で、迅速な提供とシステ

ム・運用コストの抑制の観点から、なるべくシンプル

で全事業者に最適な形でスモールスタートさせる

べきだと考えます。 

なお、卸の共用は事業者間の合意を前提として

きましたが、接続メニューについては、要望すれば

必ず共用することを可能とすべきだと考えます。 

（楽天モバイル株式会社） 

○ 当社は、既にご要望が具体化している事業者様

とこれまでも複数回にわたり協議を重ね、ルーラ

ルエリアへ提供するフレキシブルファイバの接続

メニュー化、特定光信号端末回線の事業者間で

の共用、並びに現在卸役務でご利用いただいて

いる回線の接続メニューへの移行について、事

業者様からのご意見を踏まえつつ手続及び運用

方法等についての検討を進めているところです。 

今回、事業者様からいただいたご意見について

は、以下のように検討を進めていく考えです。 

・  具体的な運用方法については、今回申請し

たビルの屋上等に設置する特定光信号端末回

線における手続を参考に検討を進めておりま

す。 

・  受付や設備管理等を効率的に行う観点から

必要となるシステムについては、運用方法や費

用負担等の整理を踏まえて、現在運用中のダ

ークファイバに係るシステムを改修し、必要な

機能を可能な限り低廉な費用で開発できるよう

検討しているところです。なお、ダークファイバ

に係るシステムの改修が完了するまでの期間

○ NTT東日本・西日本におい

ては、引き続き、接続事業

者・関係団体との協議を進

め、その意見・要望を十分考

慮しながら、速やかな接続約

款変更の認可申請に向け

て、特定光信号端末回線の

事業者間での共用及び現在

卸役務で利用されている回

線の接続メニューへの移行

に関して、手続及び運用方

法等についての検討を進め

ることが適当と考えます。 

○ 特定光信号端末回線の事

業者間での共用について

は、事業者から意見のあった

公平性の確保や円滑な運用

の実現を含め、全ての事業

者において共用の要望があ

れば応じることを前提に、丁

寧な協議・検討を進めること

が適当と考えます。 

無 
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については、暫定的な運用で対処する考えで

す。 

・  接続メニューへの移行については、卸役務で

利用している回線 ID を継続して利用できるよう

に検討を進める等、事業者様の負担が最小と

なるように検討を進めていく考えです。 

・  特定光信号端末回線の事業者間での共用

については、事業者様からのご意見をふまえ、

全事業者が共用可能とすることを前提に検討

を進めております。 

今後も引き続き事業者様との協議において丁

寧な意識合わせを行い、今年度第２四半期中

に、接続約款変更の認可申請を行う考えです。 

なお、当社としては、今後も市場環境等を勘案

の上光提供エリアの拡大について継続的に検討し

ていく考えです。  

（NTT東日本・西日本） 

 

○ 左記の意見のとおり、特定光信号端末回線の接

続メニューが約款に追加・規定されることにより、提

供条件や料金、手続きフローなどが明記され、透

明性・公平性・適正性が確保されることから、本施

○ 総務省においては、今後の

接続約款の認可プロセス等

を通じて、これらのNTT東日

本・西日本における対応等を

確認するとともに、追加的な

ルール等の整備や対応につ

いて、必要に応じ、検討して

いくことが適当と考えます。 
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策に賛同いたします。 

なお、新たに構築する個別設備区間について

は光ファイバ設備を設置する場所ごとに費用が異

なることが想定されることから、接続事業者への概

算金額および工事竣工後の確定金額の提示にあ

たっては、より透明性を高めるために、費用内訳

（配管〇m、地中掘削〇m 等）を開示いただくこと

を要望致します。 

（KDDI株式会社） 

 

○ 設備共用については、共用する接続事業者の増

減に伴って費用負担や請求方法、設備障害発生

時における情報連携手法の取り決め等が必要で

あり、そのルールを共用開始時に事業者間で合意

しておくことが、トラブル回避、障害発生時の迅速

な対応の観点から重要であると考えます。 

こうした点を踏まえると、要望すれば必ず共用可

能とすることは、好ましくないと考えます。 

（株式会社 オプテージ） 

意見３ 

● ルーラルエリアにおけるフレキシブルファ

イバについても可及的速やかに接続メニュー

の提供条件を整理し、接続約款の改定が行われ

再意見３ 

■ ルーラルエリアへ提供するフレキシブルフ

ァイバの接続メニュー化については、引き続き

接続事業者等との協議において丁寧な意識合

考え方３ 
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るべき。 

 

わせを行い、今年度第２四半期中に、接続約款

変更の認可申請を行う予定。 

● ルーラルエリア向けのフレキシブルファイ

バの扱いについては、公正な設備競争環境の確

保の観点から慎重な議論が必要。 

○ 5G エリア展開の本格化並びにローカル 5G の今

後の展開等により、NTT 東西殿加入ダークファイ

バ提供エリア外のルーラルエリアにおける光ファイ

バ調達需要もますます高まっている状況です。こう

した点に鑑み、ルーラルエリアにおけるフレキシブ

ルファイバについても可及的速やかに接続メニュ

ーの提供条件を整理し、接続約款の改定が行わ

れるべきと考えます。 

（ソフトバンク株式会社） 

○ 当社は、既にご要望が具体化している事業者様

とこれまでも複数回にわたり協議を重ね、ルーラ

ルエリアへ提供するフレキシブルファイバの接続

メニュー化、特定光信号端末回線の事業者間で

の共用、並びに現在卸役務でご利用いただいて

いる回線の接続メニューへの移行について、事

業者様からのご意見を踏まえつつ手続及び運用

方法等についての検討を進めているところです。 

今回、事業者様からいただいたご意見について

は、以下のように検討を進めていく考えです。 

・  具体的な運用方法については、今回申請し

たビルの屋上等に設置する特定光信号端末回

線における手続を参考に検討を進めておりま

す。 

・  受付や設備管理等を効率的に行う観点から

必要となるシステムについては、運用方法や費

用負担等の整理を踏まえて、現在運用中のダ

ークファイバに係るシステムを改修し、必要な

○ NTT東日本・西日本におい

ては、引き続き、接続事業

者・関係団体との協議を進

め、その意見・要望を十分考

慮しながら、速やかな接続約

款変更の認可申請に向け

て、ルーラルエリアへ提供す

るフレキシブルファイバの接

続メニュー化に関して、手続

及び運用方法等についての

検討を進めることが適当と考

えます。 

○ 総務省においては、今後の

接続約款の認可プロセス等

を通じて、これらのNTT東日

本・西日本における対応等を

確認するとともに、追加的な

ルール等の整備や対応につ

無 
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機能を可能な限り低廉な費用で開発できるよう

検討しているところです。なお、ダークファイバ

に係るシステムの改修が完了するまでの期間

については、暫定的な運用で対処する考えで

す。 

・  接続メニューへの移行については、卸役務で

利用している回線 ID を継続して利用できるよう

に検討を進める等、事業者様の負担が最小と

なるように検討を進めていく考えです。 

・  特定光信号端末回線の事業者間での共用に

ついては、事業者様からのご意見をふまえ、全

事業者が共用可能とすることを前提に検討を

進めております。 

今後も引き続き事業者様との協議において丁

寧な意識合わせを行い、今年度第２四半期中

に、接続約款変更の認可申請を行う考えです。 

なお、当社としては、今後も市場環境等を勘案

の上、光提供エリアの拡大について継続的に検討

していく考えです。 

（NTT 東日本・西日本） 

 

○ ルーラルエリア向けのフレキシブルファイバの扱

いて、必要に応じ、検討して

いくことが適当と考えます。 
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いについては、公正な設備競争環境の確保の観

点から以下の点に留意し、慎重な議論が必要と考

えます。 

・ 接続事業者は既存設備が存在しないエリア等

に対して、NTT 東西殿から借りる、自社で構築す

る、NTT 東西殿以外の自己設置事業者から借り

るといった複数の選択肢の中から選択可能であ

ること 

・ ルーラルエリア特有の個別事情により、技術的・

経済的に提供が困難なエリアが存在し、当該エリ

アは接続メニューの対象から除外する必要がある

こと 

・ ルーラルエリア特有の個別事情（樹木伐採等の

特殊工事等が発生すること、自然災害に遭うリス

クが高く都市部エリアの保守費とは異なること等）

を加味し、適切な期間で原価回収が可能な算定

方法とするべきであること 

（株式会社 オプテージ） 

意見４ 

● 特定光信号端末回線の接続メニューが追加され

ることについては、提供条件の透明性・公平性・適

正性が確保される方向であることから、賛同。 

● 接続料の算定方法について、現時点においては、

網改造料として算定を行うことについて異論はな

再意見４ 

■ 特定光信号端末回線は、受益者がその回線の

敷設を要望された事業者様に限られるため、受

益者と費用の負担者は一致することが望まし

いことや、回線毎に敷設する距離や工程が異な

ることから、構築・保守・撤去に要する費用に

考え方４ 
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いものの、今後特定光信号端末回線の利用が増加

した場合には、網使用料として提供を行うよう改

めて検討されるべき。 

 

ついては、その回線の敷設を要望した事業者が

網改造料として個別負担することが適当。 

● 賛同意見（一者） 

● 特定光信号端末回線は、多くの接続事業者が

共通的に利用する基本的な接続機能としては

捉えがたいことから、引き続き「網改造料」で

の算定が適当。 

○ 今般、東日本電信電話株式会社殿(以下「NTT

東日本殿」といいます。)及び西日本電信電話株

式会社殿(以下「NTT 西日本殿」といいます。)(以

下併せて「NTT 東西殿」といいます。)が申請した

特定光信号端末回線の接続メニューが追加される

ことについては、ボトルネック性を有する第一種指

定電気通信設備の提供条件の透明性・公平性・

適正性が確保される方向であることから、当該内

容に賛同します。 

また、接続料の算定方法については第一種指

定電気通信設備接続料規則第10条に則した網改

造料で算定を行う前提となっており、現時点の実

態に鑑み異論ありません。但し、今後特定光信号

端末回線の利用が増加し、当該機能の利用形態

が加入ダークファイバの一般的な引き込み方法の

一つであるとみなされる状況になった場合には、

○ 特定光信号端末回線は、当社が利用する見込

みがない設置場所において、事業者様のご要望

に基づき、指定された設置場所まで新たに光ケ

ーブル等の構築を行い、提供するものです。した

がって、特定光信号端末回線については、受益

者がその回線の敷設を要望された事業者様に限

られるため、受益者と費用の負担者は一致するこ

とが望ましいと考えます。また、特定光信号端末

回線は回線毎に敷設する距離や工程が異なるこ

とから、構築・保守・撤去に要する費用について

は、その回線の敷設を要望された事業者様が網

改造料として個別負担することが適当と考えま

す。 

（NTT 東日本・西日本） 

○ 左記の意見のとおり、特定光信号端末回線の接

続メニューが約款に追加・規定されることにより、提

供条件や料金、手続きフローなどが明記され、透

○ 現時点においては、特定光

信号端末回線について、基

本的には、接続事業者ごとに

ケーブルを占有して利用する

見込みであること等を踏まえ

れば、個別の事業者からそ

の接続に要する費用の負担

を求めるべきものとして網改

造料として算定することが適

当であると考えられます。た

だし、今後の特定光信号端

末回線の利用実態等を踏ま

え、網使用料やその他の負

担 方 法 と す る こ と も 含 め 、

NTT東日本・西日本におい

て、適切な接続料の算定方

法について必要に応じ、検

無 
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網改造料ではなく、網使用料として提供を行うよう

改めて検討されるべきと考えます。 

（ソフトバンク株式会社） 

明性・公平性・適正性が確保されることから、本施

策に賛同いたします。 

なお、新たに構築する個別設備区間について

は光ファイバ設備を設置する場所ごとに費用が異

なることが想定されることから、接続事業者への概

算金額および工事竣工後の確定金額の提示にあ

たっては、より透明性を高めるために、費用内訳

（配管〇m、地中掘削〇m 等）を開示いただくこと

を要望致します。 

（KDDI株式会社） 

 

○ 特定光信号端末回線は今後も設備設置事業者

がリスクを取って設備展開している以外の場所に

おいて、一部の接続事業者のニーズに応じて構築

される設備との認識であり、多くの接続事業者が共

通的に利用する基本的な接続機能としては捉えが

たいのではないかと考えます。 

このことから引き続き当該接続事業者に個別の

費用負担を求める「網改造料」での算定が適当で

あると考えます。 

（株式会社 オプテージ） 

討することが適当と考えま

す。 

○ 総務省においては、今後の

接続約款の認可プロセス等

を通じて、これらのNTT東日

本・西日本における対応等を

確認するとともに、追加的な

ルール等の整備や対応につ

いて、必要に応じ、検討して

いくことが適当と考えます。 

 

 

意見５ 

● 特定光信号端末回線の手続きに関し、様式の

再意見５ 

■ 特定光信号端末回線に係る手続きのうち、様

考え方５ 
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変更など、運用に関する変更となることが想定

される場合には、当該事象が判明した時点にお

いて速やかに接続事業者に周知のうえ、事前に

十分な議論を行い、接続事業者への影響を最小

化することが必要。 

式等の運用についても、事業者からの意見を踏

まえつつ検討を進めているところ、様式等の運

用に変更がある場合には、事前に事業者に周知

する等、丁寧な対応を実施。 

●賛同意見（一者） 

○ 特定光信号端末回線の手続きに関し、今後様式

の変更など、運用に関する変更が一方的に行わ

れた場合、接続側事業者側のシステム改修が間

に合わず変更内容に則した運用が困難になるなど

極めて大きな影響が生じかねません。このため、

NTT 東西殿にて運用に関する変更が必要となるこ

とが想定される場合には、当該事象が判明した時

点において速やかに接続事業者に周知のうえ、事

前に十分な議論を行い、接続事業者への影響を

最小化することが必要であると考えます。 

（ソフトバンク株式会社） 

○ 特定光信号端末回線に係る手続きのうち、様式

等の運用についても、事業者様からのご意見を踏

まえつつ検討を進めているところであり、今後も様

式等の運用に変更がある場合には、事前に事業

者様に周知させていただく等、丁寧な対応を実施

していく考えです。 

（NTT 東日本・西日本） 

 

○ 左記の意見の通り、特定光信号端末回線の接続

メニュー化にあたり、システム仕様や申込様式な

ど、既存のフレキシブルファイバの運用から変更が

生じる場合、事業者側の影響を極力軽減できるよ

う、変更点を網羅的に説明いただき、事業者間協

議の場を設けることを要望致します。 

（KDDI 株式会社） 

○ NTT東日本・西日本におい

ては、引き続き、接続事業

者・関係団体との協議を進

め、その意見・要望を十分考

慮しながら、速やかな接続約

款変更の認可申請に向け

て、特定光信号端末回線に

係る手続きのうち、様式等を

含めた運用方法の検討を行

うとともに、様式等を含めた運

用方法に変更があった際の

丁寧な事前周知といった点

についても検討を進め、これ

らの点について、認可申請

前に関係事業者に説明し、

理解を得るように努めること

が適当と考えます。 

無 
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○ 総務省においては、今後の

接続約款の認可プロセス等

を通じて、これらのNTT東日

本・西日本における対応を確

認するとともに、追加的なル

ール等の整備や対応につい

て、必要に応じ、検討してい

くことが適当と考えます。 

意見６ 

● 接続料の算定等に関する研究会での検討が

早期に反映され、接続約款に明記されること

で、透明性が確保されることから、賛同。 

● 新たに構築する個別設備区間については、接続

事業者への費用開示（概算金額の提示）にあたっ

ては、より透明性を高めるために、費用内訳を開

示することを要望。 

再意見６ 

■ 新たに構築する特定光信号端末回線の概算

額の提示にあたっては、概算額の総額に加えて

「敷設する特定光信号端末回線の距離」「電柱

新設本数」「管路新設距離」の見立てについて特

定光信号端末回線との接続における調査手続

きの回答時に事業者へ提示することを検討し

ている。 

● 賛同意見（一者） 

考え方６ 

 

○ 今般の新たな接続メニューでは、フレキシブルフ

ァイバ（卸電気通信役務）と同様に、NTT 東・西局

舎を始点とし、終点の接続事業者設備までの区間

について、一気通貫で利用できる利便性を維持し

つつ、また、局内ダークファイバ、加入ダークファイ

バについては既存の接続料が適用されることとなり

ました。本対応は、接続料の算定等に関する研究

○ 当社は、現在卸役務で提供している回線と同様

に、新たに構築する特定光信号端末回線の概算

額の提示にあたっては、概算額の総額に加えて

「敷設する特定光信号端末回線の距離」「電柱新

設本数」「管路新設距離」の見立てについて特定

光信号端末回線との接続における調査手続きの

○ NTT東日本・西日本におい

ては、引き続き、接続事業

者・関係団体との協議を進

め、その意見・要望を十分考

慮しながら、速やかな接続約

款変更の認可申請に向け

て、新たに構築する特定光

無 
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会での検討が早期に反映され、接続約款に明記

されることで、透明性が確保されることから、賛同

致します。 

なお、新たに構築する個別設備区間について

は光ファイバファイバ設備を設置する場所ごとに費

用が異なることが想定されることから、接続事業者

への費用開示（概算金額の提示）にあたっては、よ

り透明性を高めるために、費用内訳（配管〇m、地

中掘削〇m 等）を開示いただくことを要望致しま

す。 

（KDDI株式会社） 

回答時に事業者様へご提示することを検討して

いるところです。 

ただし、机上検討に基づく回答となるため、回

線開通時を見込んで正確にご提示することは困

難であることから、実際にご負担いただく金額が

確定した後に、改めて確定額及び「敷設する特定

光信号端末回線の距離」「電柱新設本数」「管路

新設距離」を事業者様にご提示させて頂く考えで

す。上記の対応も含め、料金のご提示にあたり必

要な対応については、今後も、事業者様からのご

意見も踏まえつつ検討を進めていく考えです。 

なお、KDDI 様より例示いただいた「配管」につ

いては、事業者様にてご準備・ご調整をいただく

ものと認識しております。 

（NTT 東日本・西日本） 

 

○ KDDI 株式会社殿(以下「KDDI 殿」といいます。)

の意見に賛同します。 

特定光信号端末回線の接続料が創設費の金額

をベースに算定されることに鑑みれば、当該接続

料の透明性をより高めるために、東日本電信電話

株式会社殿、及び西日本電信電話株式会社殿

信号端末回線の概算金額の

提示に際して、概算の総額

のほかに提示する具体的な

内訳について、接続事業者

が算定の妥当性を確認でき

るよう、透明性確保の観点か

ら検討を進め、認可申請前

に関係事業者に説明し、理

解を得るように努めることが

適当と考えます。 

○ 総務省においては、今後の

接続約款の認可プロセス等

を通じて、これらのNTT東日

本・西日本における対応を確

認するとともに、追加的なル

ール等の整備や対応につい

て、必要に応じ、検討してい

くことが適当と考えます。 
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(以下併せて「NTT 東西殿」といいます。)において

は、接続事業者への費用開示の際に利用・新設し

た電柱の本数・管路の距離や、KDDI 殿の意見に

あるような配管距離、地中掘削深度等の費用内訳

を項目ごとに提示いただくことが必要と考えます。 

なお、今回申請された NTT 東西殿の第一種指

定電気通信設備に関する接続約款の変更案で

は、特定光信号端末回線の定義として、「光信号

の伝送に係る端末回線（光信号端末回線（光信号

主端末回線及び光信号分岐端末回線を除きま

す。）と組み合わせて利用するために、接続申込

者の個別要望により接続申込者の個別の費用負

担で当社が敷設する光ファイバケーブルに収容さ

れるものに限ります。）であって、電柱等において

当社が設置する端子函を利用区間の始点とし、光

信号端末回線の提供可能エリア内であって、光信

号端末回線の終端する場所を除いた場所を利用

区間の終点とするもの」と記載されています。 

上記約款上の定義の記載に異を唱えるもので

はございませんが、特定光信号端末回線の接続メ

ニュー追加後も、<参考資料>にあるとおり、通常の

加入ダークファイバの施工範囲内で対応できるの
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であれば、共用光成端盤、ＭＤＦ室等に成端しな

い場合であっても、接続事業者の接続要望に応じ

て、加入ダークファイバを現行どおり提供すべきと

考えます。 

（ソフトバンク株式会社） 

意見７ 

● 接続約款に手続き方法や手続きにかかる標準的

な期間が定められ、提供条件の公平性、透明性が

確保されることから、賛同。 

● より公平性を高めるため、特定の事業者が特別

に優遇された取引条件で提供を受けていないかを

総務省にて確認・検証することを要望。 

再意見７ 

■ 特定光信号端末回線に係る提供条件、料金に

ついては、接続約款で定めることとしており、

当該条件により全ての事業者に等しく提供す

ることから、特定の事業者が特別に優遇された

取引条件で提供を受けることはない。 

● 賛同意見（一者） 

考え方７ 

 

○ 今般の新たな接続メニューでは、接続約款に手

続き方法や手続きにかかる標準的な期間が定めら

れ、提供条件の公平性、透明性が確保されること

から、左記の内容に賛同致します。 

なお、より公平性を高めるためには、例えば、以

下のような点において、特定の事業者が特別に優

遇された取引条件で提供を受けていないかどうか

総務省にて確認・検証いただくことを希望します。 

 各種情報の提供時期（光ファイバのエリア化

予定等） 

 線路敷設における各種交渉の優先度（民地

交渉等） 

○ 特定光信号端末回線に係る提供条件、料金に

ついては、接続約款で定めることとしており、当該

条件により全ての事業者様に等しく提供すること

から、特定の事業者様が特別に優遇された取引

条件で提供を受けることはありません。 

取引条件の公平性に関してご指摘いただいた

事項については、既に下記の通り対応しており、

事業者間の公平性は確保されているものと考えま

す。 

・  光ファイバのエリア化予定等の各種情報につ

いては、事業者様向けホームページにおいて

○ NTT東日本・西日本におい

ては、特定光信号端末回線

に係る取引条件の公平性を

担保することが適当と考えま

す。 

○ 総務省においては、今後の

接続約款の認可プロセス等

を通じて、これらのNTT東日

本・西日本における対応を確

認するとともに、追加的なル

ール等の整備や対応につい

無 

18



 
 

 設備枯渇時における優先度 

 その他、現状公開されていない情報 

（KDDI株式会社） 

開示をすることで、全事業者公平に情報を提

供。 

・  民地交渉等の設備設置に係る対外対応は、

お申込みいただいた順番や提供希望時期等

を踏まえて順次対応を実施。（なお、これらの

対外対応は個々の事例により要する期間が大

きく異なることがあるため、お申込みいただいた

順番で対応が完了するとは限りません。） 

・  事業者様が指定された設置場所まで既存設

備がない場合における設備の新設・増設対応に

ついては、お申込みいただいた順番や提供希

望時期等を踏まえて順次対応を実施。 

また、2020 年 1 月に総務省殿に契約書等につ

いて報告している通り、卸役務で提供しているフレ

キシブルファイバについても、特定の事業者様を

特別に優遇することなく、各事業者様に対して同

様の契約内容にて提供しております。 

なお、フレキシブルファイバの提供状況につい

ては、今後も必要に応じて自主的に報告していく

考えです。 

（NTT東日本・西日本） 

 

て、必要に応じ、検討してい

くことが適当と考えます。 
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○ KDDI 殿の意見に賛同します。特定光信号端末 

回線の接続メニューの追加は提供条件の公平性・

透明性確保に資するものですが、事業者間の公平

性をより確実にするためにも、KDDI 殿が指摘して

いる項目等に関して総務省殿による確認・検証が

必要と考えます。 

また、実施された確認・検証に関しては、透明性

確保の観点から、確認のプロセスや検証結果を可

能な限り開示することを希望します。 

（ソフトバンク株式会社） 

意見８ 

● 新たに整備される受付システムの開発費は接続

メニューを選択した事業者側の負担であり、高額

となると低廉料金の効果を享受できなくなってし

まう恐れがあるため、費用を低減するための検討

や、開発内容、費用負担の方法について利用事業

者との十分な協議の機会が設けられるよう要望。 

● 事業者間で速やかに議論を行ったうえで、今年

度中に特定光信号端末回線に係る正式な受付シス

テムを整備し、運用の効率化を図るべき。 

● 当該システム整備にあたっては、接続事業者の

負担が過度にならないよう、最小限のコストで実

現されるべき。 

再意見８ 

■ 受付や設備管理等を効率的に行う観点から

必要となるシステムについては、現在運用中の

ダークファイバに係るシステムを改修し、必要

な機能を可能な限り低廉な費用で開発できる

よう検討している。 

● 賛同意見（三者） 

考え方８ 
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○ 新たに整備される受付システムの開発費は、特

定光信号端末回線数で按分し、『特定光信号端末

回線管理機能』に追加され、接続メニューを選択し

た事業者が負担することになります。仮に、システ

ム開発費が高額となると、新たな接続メニューはフ

レキシブルファイバ（卸電気通信役務）に比べて低

廉な料金で利用できるようになったにも関わらず、

低廉料金の効果を享受できなくなってしまう恐れ

があります。 

例えば、新たな接続メニューと同様の情報を管

理していると想定されるコロケーションスペースの

管理システムを流用する等により費用を低減する

ための検討や、開発内容、費用負担の方法につ

いて利用事業者との十分な協議の機会が設けら

れるよう希望します。 

（KDDI 株式会社） 

 

○ 移動体通信事業者の基地局展開においてビル

屋上向けに敷設する特定光信号端末回線は需要

が高く、今後更なる利用増加が想定されることに鑑

みれば、本申請に関する説明資料*に「今年度中

を目途に特定光信号端末回線に関する正式な受

○ 当社は、既にご要望が具体化している事業者様

とこれまでも複数回にわたり協議を重ね、ルーラ

ルエリアへ提供するフレキシブルファイバの接続

メニュー化、特定光信号端末回線の事業者間で

の共用、並びに現在卸役務でご利用いただいて

いる回線の接続メニューへの移行について、事

業者様からのご意見を踏まえつつ手続及び運用

方法等についての検討を進めているところです。 

 

今回、事業者様からいただいたご意見について

は、以下のように検討を進めていく考えです。 

・  具体的な運用方法については、今回申請し

たビルの屋上等に設置する特定光信号端末回

線における手続を参考に検討を進めておりま

す。 

・  受付や設備管理等を効率的に行う観点から

必要となるシステムについては、運用方法や費

用負担等の整理を踏まえて、現在運用中のダ

ークファイバに係るシステムを改修し、必要な

機能を可能な限り低廉な費用で開発できるよう

検討しているところです。なお、ダークファイバ

に係るシステムの改修が完了するまでの期間

○ NTT東日本・西日本におい

ては、引き続き、接続事業

者・関係団体との協議を進

め、その意見・要望を十分考

慮しながら、速やかな接続約

款変更の認可申請に向け

て、受付や設備管理等のた

めのシステムに関しても、可

能な限り低廉な費用で開発

できるよう、検討を進めること

が適当と考えます。 

○ 総務省においては、今後の

接続約款の認可プロセス等

を通じて、これらのNTT東日

本・西日本における対応等を

確認するとともに、追加的な

ルール等の整備や対応につ

いて、必要に応じ、検討して

いくことが適当と考えます。 
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付システム等を整備して対応する予定で検討が進

められているところであり、別途それを踏まえた接

続約款の変更認可申請が行われる予定」と記載が

あるとおり、事業者間で速やかに議論を行ったうえ

で、今年度中に特定光信号端末回線に係る正式

な受付システムを整備し、運用の効率化を図るべ

きと考えます。 

なお、当該システム整備にあたっては、接続事

業者の負担が過度にならないよう、例えば加入ダ

ークファイバと共通で利用可能な機能の特定を精

緻に行う等により、最小限のコストで実現されるべ

きと考えます。 

*「東日本電信電話株式会社及び西日本電信電

話株式会社の第一種指定電気通信設備に関する

接続約款の変更の認可申請に関する説明(加入

光ファイバに係る接続メニューの追加等)」令和 3

年 5 月 

https://www.soumu.go.jp/main_content/00075246

0.pdf 

（ソフトバンク株式会社） 

については、暫定的な運用で対処する考えで

す。 

・  接続メニューへの移行については、卸役務で

利用している回線 ID を継続して利用できるよう

に検討を進める等、事業者様の負担が最小と

なるように検討を進めていく考えです。 

・  特定光信号端末回線の事業者間での共用に

ついては、事業者様からのご意見をふまえ、全

事業者が共用可能とすることを前提に検討を

進めております。 

今後も引き続き事業者様との協議において丁寧

な意識合わせを行い、今年度第２四半期中に、接

続約款変更の認可申請を行う考えです。 

なお、当社としては、今後も市場環境等を勘案

の上、光提供エリアの拡大について継続的に検討

していく考えです。 

（NTT東日本・西日本） 

 

○ KDDI 殿意見のとおり、「新たな接続メニューはフ

レキシブルファイバ（卸電気通信役務）に比べて低

廉な料金で利用できるようになったにも関わらず、

低廉料金の効果を享受できなくなってしまう」ことか
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ら、光信号分岐端末回線の工事費の一括払い（電

気通信事業法施行規則第 23 条の４第２項）と同

様、「特定光信号端末回線」の構築費用も特例的

に一括払いと扱うことによる管理項目の削減を通じ

て、新たに整備される受付システムの開発費は、

可能な限り抑えられるべきと考えます。 

（楽天モバイル株式会社） 

 

○ KDDI 殿の意見に賛同します。特定光信号端末

回線に係るシステム整備にあたっては、必要な開

発項目や費用負担方法について事業者間で十分

議論したうえで、接続事業者の負担が過度になら

ないよう、例えば以下のような手法により最小限の

コストでのシステム化実現について検討すべきと考

えます。 

① KDDI 殿の意見にあるとおり、コロケーションス

ペースの管理システムなど現行のシステムで、

新たな接続メニューと類似の情報を管理して

いるものがあれば、可能な範囲で流用する 

② 前回の弊社意見のとおり、加入ダークファイバ

と共通で利用可能な機能の特定を精緻に行う 

（ソフトバンク株式会社） 

23



 
 

○ 左記の意見（事務局注：ソフトバンク株式会社の

意見）の通り、例えば、新たな接続メニューと同様

の情報を管理していると想定されるコロケーション

スペースの管理システムを流用する等により費用

を低減するための検討や、開発内容、費用負担の

方法について利用事業者との十分な協議の機会

が設けられるよう希望します。 

（KDDI 株式会社） 

意見９ 

● 既設のフレキシブルファイバのIDが変更となる

こと等により各種手続きが煩雑になることや、保

守運用に支障が出ることのないよう、柔軟な運用

が実施されることを要望。 

 

再意見９ 

■ 接続メニューへの移行については、卸役務で

利用している回線ＩＤを継続して利用できる

ように検討を進める等、事業者様の負担が最小

となるように検討を進めていく。 

● 賛同意見（一者） 

考え方９ 

 

○ 正式な受付システムへ移行後、既設のフレキシ

ブルファイバの管理情報を同システムに移行する

ような場合においては、例えば既設のフレキシブ

ルファイバの ID が変更となること等により各種手続

きが煩雑になったり、保守運用に支障が出たりしな

いよう柔軟な運用を実施して頂くことを要望しま

す。 

（KDDI株式会社） 

○ 当社は、既にご要望が具体化している事業者様

とこれまでも複数回にわたり協議を重ね、ルーラル

エリアへ提供するフレキシブルファイバの接続メニ

ュー化、特定光信号端末回線の事業者間での共

用、並びに現在卸役務でご利用いただいている回

線の接続メニューへの移行について、事業者様か

らのご意見を踏まえつつ手続及び運用方法等に

ついての検討を進めているところです。 

 今回、事業者様からいただいたご意見について 

は、以下のように検討を進めていく考えです。 

○ NTT東日本・西日本におい

ては、引き続き、接続事業

者・関係団体との協議を進

め、その意見・要望を十分考

慮しながら、速やかな接続約

款変更の認可申請に向け

て、現在卸役務で利用され

ている回線の接続メニューへ

の移行に関して、卸役務で

利用している回線IDを継続

無 
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・  具体的な運用方法については、今回申請し

たビルの屋上等に設置する特定光信号端末回

線における手続を参考に検討を進めておりま

す。 

・  受付や設備管理等を効率的に行う観点から

必要となるシステムについては、運用方法や費

用負担等の整理を踏まえて、現在運用中のダ

ークファイバに係るシステムを改修し、必要な

機能を可能な限り低廉な費用で開発できるよう

検討しているところです。なお、ダークファイバ

に係るシステムの改修が完了するまでの期間

については、暫定的な運用で対処する考えで

す。 

・  接続メニューへの移行については、卸役務で

利用している回線 ID を継続して利用できるよう

に検討を進める等、事業者様の負担が最小と

なるように検討を進めていく考えです。 

・  特定光信号端末回線の事業者間での共用に

ついては、事業者様からのご意見をふまえ、全

事業者が共用可能とすることを前提に検討を

進めております。 

利用できるようにするなど、接

続事業者の負担を可能な限

り低減できるよう、手続及び

運用方法等についての検討

を進めることが適当と考えま

す。 

○ 総務省においては、今後の

接続約款の認可プロセス等

を通じて、これらのNTT東日

本・西日本における対応等を

確認するとともに、追加的な

ルール等の整備や対応につ

いて、必要に応じ、検討して

いくことが適当と考えます。 
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今後も引き続き事業者様との協議において丁

寧な意識合わせを行い、今年度第２四半期中

に、接続約款変更の認可申請を行う考えです。 

なお、当社としては、今後も市場環境等を勘案

の上、光提供エリアの拡大について継続的に検討

していく考えです。 

（NTT東日本・西日本） 

 

○ KDDI 殿の意見に賛同します。既設のフレキシブ

ルファイバを接続メニューへ移行するにあたって

は、各種手続きの煩雑化や保守運用上の支障を

避けるためにどのような方法が取り得るか、例えば

既存のフレキシブルファイバの回線 ID を流用する

ことも含めて、事業者間で十分に協議のうえ、NTT

東西殿においては柔軟な運用を実施いただきたい

と考えます。 

（ソフトバンク株式会社） 

意見10 

● 自己設置事業者における投資インセンティ

ブを阻害することにつながりかねないため、フ

レキシブルファイバを接続として取り扱う範

囲については慎重な議論が必要。 

● 今般申請された新たな接続メニューにおける個

別設備区間（特定光信号端末回線）の設備につい

再意見10 

 

 

考え方10 
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て、「網改造料の算定式」により算定することは適

当。 

○ ニーズに基づき新たに構築されるフレキシブルフ

ァイバに安易に接続ルールを適用することは、接

続事業者は先行投資を含まないコストで設備を使

うことになり、NTT 東西殿のみに負担を強いること

となります。そうなった場合、「自ら造る」よりも「NTT

東西殿から借りる」方が有利となり、NTT 東西殿を

含めた多数の自己設置事業者における投資イン

センティブを阻害することにつながりかねないた

め、接続として取り扱う範囲については慎重な議

論が必要であると考えます。 

○ 今般申請された新たな接続メニューにおける個

別設備区間（特定光信号端末回線）の設備は、接

続事業者が基本的には占有する設備を当該接続

事業者のニーズに基づき NTT 東西殿において新

たに構築するものです。このことから当該接続事業

者に個別の費用負担を求める「網改造料の算定

式」により算定することは、設備設置事業者の事業

性の観点から適当であると考えます。 

（株式会社オプテージ） 

 ○ 御意見の一点目で御指摘

のあった、フレキシブルファイ

バを接続として取り扱う範囲

や、接続として提供する場合

の費用負担方法について

は、「接続料の算定等に関す

る研究会」における累次の議

論を踏まえ、NTT東日本・西

日本において対応・検討が

行われているものと承知して

おります。総務省において

は、その対応・検討状況を引

き続き確認していくことが適

当と考えます。 

○ 御意見の二点目につきまし

ては、現時点においては、特

定光信号端末回線につい

て、広く共用されることが見

込まれているものではなく、

個別の事業者からその接続

に要する費用の負担が求め

無 
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られるべきものとして網改造

料として算定することが適当

であり、今般のNTT東日本・

西日本からの接続約款変更

認可申請案への賛同の御意

見として承ります。 

意見11 

▲ フレキシブルファイバについて、光回線未提供

エリア及び集合住宅オーナーが壁面配線を拒否す

ることで、サービスを提供できない住宅へのアク

セス手段として活用できないか。 

再意見11 

 

考え方11 

 

○ フレキシブルファイバ（光エリア外）、フレキシブル

ファイバ（光エリア内のビルの屋上等）の活用方法

において光回線未提供エリア及び集合住宅オー

ナーが壁面配線を拒否してサービスを提供出来な

い住宅へのアクセス手段として活用は出来ない

か？ 

NTT の最新工法 「すき間配線ケーブルによる

施工」を活用し移動通信端末のアンテナをベラン

ダの手すりに設置し、窓の隙間から屋内のルータ

ーに引き込み利用する。 

外部アンテナである為、住宅内では圏外となる

高周波でも最高速度で通信可能な電界強度を確

 

 

○ 今回変更認可申請のあっ

た接続約款につきましては、

NTT東日本・西日本と接続事

業者間の接続について、接

続料や接続条件を定めるも

のであり、個人を対象としたも

のではありません。 

○ いただいた御意見は今後

の情報通信政策の参考とす

ることが適当と考えます。 

無 
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保出来る為、安定した通信速度を求める多くのユ

ーザーのニーズに合致する。 

また、壁面配線を拒否するオーナーは 90 年代

の衛星放送開始時期から悩まされる問題である

為、衛星アンテナをベランダ手すり上部で挟み込

んで固定する設置用金具が存在している。 

  同様の金具でベランダに外部アンテナを設置しア

ンテナ線をエアコンダクトやすき間配線ケーブルで

屋内への引き込みを行えば設置は容易である。 

光エリア外僻地の不採算エリアにおける固定電

話代替として LTE 型固定電話への移行でも当該

施策は有効利用できるのではないでしょうか？ 

すき間配線ケーブルによる施工 

https://www.ntt-east.co.jp/iwate/sekoujirei.pdf 

衛星放送ベランダ設置用金具 

https://dxantenna-

product.dga.jp/detail.html?id=2080&category=35&

page=1 

（個人A） 

意見12 

▲ 光ファイバについて、1 秒 1 回以上の回線状

態監視や光ファイバの光の品質について、監視

再意見12 

 
考え方12 
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を行い、盗聴等を未然に防ぐようにすべき。 

○  ＞NTT 東日本、NTT 西日本、両方に対して 

光ファイバについて、配管等を通す場合、ビル

構内での盗聴等を目的とした工作行為の被害に

遭う蓋然性が増えるのではないかと思われるが、1

秒 1 回以上の回線状態監視や光ファイバの光の

品質についての監視を行い、その様な事態を未然

に防ぐようにすべきかと考える。（現状、行っていな

いかもしれないが、行うべきであるし、全ての光回

線において行うべき事であるので、行っていってい

ただきたい。取得結果については一定期間の後に

まとめる事を可として良いのではないかと思われる

が、一定期間は結果そのものを保持するようにさ

れたい。（なお、通信事業者やデータセンタ等によ

る契約の場合等は、永続的に保存しておくのが適

切であると考える。）） 

なお、フレキシブルファイバとは別に、NTT 東西

は、要望があった場合において、事業者、また一

般の利用者に対しても、シングルスター方式での

光回線の提供を行うコースを「フレッツ」等で設ける

ようにしていただきたい。（「フレッツ」ビジネスコー

スでもこれがされていないというのは驚く事であり、

 ○ いただいた御意見は今後

の情報通信政策の参考とす

ることが適当と考えます。 

 

無 
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困った事でもあると考えるが、多くの事業者等が物

理的な構成からして格段のセキュリティの高さ（物

理的に下り回線の盗聴を分岐方式光回線（GE-

PON によるダブルスター方式）の同枝の別 ONU

（論理的に見分けが付かない場合があるかもしれ

ないが、物理的に別の ONU という意味で言って

いる。）（あるいは中間地点）で行われる事が無い

のは物理的な原因ある格段のセキュリティの高さで

あろう。）の回線を用いれるようにしていただきた

い。（当初の B フレッツではそれが出来ていたの

で、出来るはずなのではないかと思われるのであ

るが、NTT 東西は、市井に多数存在するであろう

各種の工作員（朝鮮・中国の者だけでなく、日本

国内の者もいるであろう。）による分岐方式光回線

の同枝の別 ONU 等による盗聴から、事業者等が

距離を置けるように、一般的な事業者や家庭への

シングルスター方式での光回線通信の提供を復

活していただきたい。）） 

意見は以上である。 

（個人 B） 
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再意見７ ＜参考資料＞（ソフトバンク株式会社） 

 

※第 32 回接続料算定研究会(令和 2 年 5 ⽉ 22 ⽇)総務省殿資料より引⽤ 
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東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社の
第一種指定電気通信設備に関する接続約款の変更の

認可申請に関する説明
（加入光ファイバに係る接続メニューの追加等）

令和３年５月
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22接続約款の変更認可の申請日等

１．申請者

東日本電信電話株式会社（以下「ＮＴＴ東日本」という。）

代表取締役社長 井上 福造

西日本電信電話株式会社（以下「ＮＴＴ西日本」という。）

代表取締役社長 小林 充佳

（以下「ＮＴＴ東日本」及び「ＮＴＴ西日本」を｢ＮＴＴ東日本・西日本｣という。）

２．申請年月日

令和３年５月24日(月)

３．実施予定期日

認可後、NTT東日本・西日本の準備が整い次第、実施

４．主旨

加入光ファイバに係る新たな接続メニュー（特定光信号端末回線の接続）の追加

34
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○ NTT東日本・西日本では、これまでフレキシブルファイバという名称で、携帯電話事業者等に対し、既設設備が存在しない場
所において、個別に光ファイバ設備を設置し、既設設備区間の光ファイバ設備と組み合わせて提供する卸電気通信役務を提
供してきた。

※ ① NTT東日本・西日本の光エリア内においてビルの屋上等NTT東日本・西日本が指定する成端箇所以外の箇所に成端す
るものと、② NTT東日本・西日本の光エリア外において新たに設備を構築して役務提供するものの２つに大別される。

○ しかし、令和３年２月24日開催の「接続料の算定等に関する研究会」（以下、「接続料研究会」という。）において、卸電気通信
役務ではなく、接続による提供を求める事業者の要望等を踏まえ、接続メニュー提供のための接続約款の変更認可申請を速
やかに行うことを求める方針が示されたところ。

○ この方針を踏まえ、NTT東日本・西日本から、令和３年３月22日の令和３年度接続約款の変更認可申請と併せて行われた接
続料規則第３条に基づく許可申請の中で、ビル屋上に新規設置されるフレキシブルファイバに係る接続メニューについて、本
年５月に接続約款の変更認可申請を行う等の考えが示された。

○ 今般、ビル屋上に新規設置されるフレキシブルファイバに係る接続メニューを追加するため、接続約款の変更認可申請が行
われたもの。

※ 今回申請の行われないその他のフレキシブルファイバに係る接続メニューについては、準備が整い次第速やかに申請が行われる予定。

■フレキシブルファイバの概要図

他事業者設備
（基地局等）主配線盤

（ＦＴＭ）
他事業者設備

ＮＴＴ局舎 ケーブル電柱

個別設備区間既設設備区間局内設備

新たな接続メニュー（特定光信号端末回線の接続）の申請に至る経緯
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4（参考）「接続料の算定等に関する研究会」第42回会合
資料42-１「フレキシブルファイバの取扱いについて（接続で取り扱う範囲の明確化）」（抜粋）

＜今後の進め方＞

● 総務省が適切にフォローしながら、事業者間で協議を行った上で、ＮＴＴ東西において実現に向けた課題の整理や、実現方
法、実現時期などについて検討し、５G基地局の整備に当たって重要な設備であることも踏まえれば、速やかに対応することが
必要ではないか。

● ビル屋上における携帯電話基地局向けの光ファイバ設備への接続について、速やかに接続メニューを規定するための接続
約款の変更認可申請を行い、他方、ルーラルエリアについては、接続事業者とも協議を行いながら、ビル屋上よりも検討時間
が必要であることは考慮しつつも、できるだけ速やかに、接続による提供が技術的又は経済的に著しく困難である等の接続拒
否事由に該当する具体的な場合について、現在提供されているフレキシブルファイバの実態との整合も踏まえて検討し、総務
省に報告を求めることが適当ではないか。

● この際、ＮＴＴ東西の接続約款の変更認可申請が必要以上に遅れることになると、その分、フレキシブルファイバを利用する他
事業者は卸による提供を受けざるを得ず、接続により提供を受ける場合と比べ負担が重くなることも考えられることから、速や
かな対応が求められるのではないか。このため、速やかに対応が行われない場合には、接続約款の変更に係る命令も視野に
入れ、追加的な措置を検討することが考えられるのではないか。

● また、フレキシブルファイバとして卸役務により既に提供している光ファイバ設備について、卸先事業者から接続による提供を
求められた場合について、その移行は円滑に行われることが必要である。このため、移行に係る費用や手続が必要最小限の
ものとなっていることについて、本研究会においてＮＴＴ東西から説明を求めることが適当ではではないか。仮に、合理的な理
由なく、円滑な移行を妨げている事情が認められる場合には、追加的な措置について検討を行うべきではないか。

● さらに、本研究会での論点である、ＮＴＴ東日本・西日本の加入光ファイバと他事業者が自ら設置・調達する伝送路設備との接
続をより行いやすくする観点から、どのような対応が必要かについても、これらの接続メニューに係る協議を実施する中で具体
的な要望を踏まえて検討することが適当ではないか。

● これらの対応状況について、遅くとも本研究会において報告書の取りまとめに向けた議論が行われる予定の本年５月末までに総
務省に報告を求め、それを踏まえて本研究会において、必要に応じて検討を実施することが適当ではないか。
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5

● 第一種指定電気通信設備接続料規則に基づく許可申請（令和３年３月22日申請）

５．接続料規則第４条（法定機能の区分、内容及び対象設備等）及び第７条（原価（利潤を含む。以下同じ。）の算定に用いる資
産及び費用）関連

利用事業者が個別設備の設置及び維持管理に係る費用を全額負担することを前提に加入光ファイバ相当のサービスの提供
を要望する場合において、当社が個別設備を設置し、既設設備区間の設備と組み合わせて提供するサービス（以下、「フレキ
シブルファイバ」という。）について、接続メニューの設定に係る接続約款の変更認可申請を行い、認可を受けるまでの間、フレ
キシブルファイバに係る固定端末系伝送路設備の費用を加入光ファイバに係る接続料原価から除外するとともに、当該固定
端末系伝送路設備について接続料を設定しないこと。

（理由）
（略）
これらを踏まえると、フレキシブルファイバについて、接続メニューの設定に係る接続約款の変更の認可申請を行い、認可を

受けるまでの間、フレキシブルファイバに係る固定端末系伝送路設備の費用について、接続料規則によらない特別の理由が
あると考えている。

なお、接続料研究会において示された方針を踏まえ、今後以下①～③のとおり対応する考え。

①ビル屋上に新規設置されるフレキシブルファイバについては本年5 月、その他のフレキシブルファイバについては準備が
整い次第速やかに接続約款の変更認可申請を行う。

②ビル屋上への設置に係る接続メニューの認可を受けた後、事業者より遅滞なく当該接続メニューへの移行の申込みが行
われた場合には、臨時の措置として、本年4 月1 日から事業者が接続に移行するまでの間のビル屋上に設置されるフレキ
シブルファイバの卸料金と接続料相当の料金額の差額について遡って精算を行う。

③本年4 月1 日以降、接続メニュー提供後は接続へ移行することを前提に卸役務として申し込まれたフレキシブルファイバ
について、接続メニュー提供後に卸役務から接続へ移行する際には、新規に接続に申し込んだ場合と同程度の費用で移
行できるよう必要最小限の負担となるように対応する。

（参考）フレキシブルファイバにおける接続料規則第３条に基づく許可申請
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66新たな接続メニュー（特定光信号端末回線の接続）に係る接続料の概要

○ 今般申請のあった新たな接続メニューは、光提供エリア内であって、既設設備区間の存在しない場所（ビル屋上等）に接続事
業者の要望に基づき新たに個別設備区間に光ファイバ設備を設置して接続するもの（特定光信号端末回線）であり、この特定
光信号端末回線を設置する個別設備区間と、既設設備区間（加入ダークファイバ）、 NTT東日本・西日本の局内設備（局内
ダークファイバ）を組み合わせて提供されるもの（局内設備については、接続事業者自らの設備を利用することも可能）。

○ 局内設備、既設設備区間については既存の接続料（局内ダークファイバ、加入ダークファイバ）を適用し、個別設備区間につ
いては、接続事業者が基本的には占有する設備を当該接続事業者の申出に基づきNTT東日本・西日本において新たに構築す
るものであることから、当該接続事業者による個別の費用負担として、網改造料の算定式により算定する。

※ 卸電気通信役務で提供されているフレキシブルファイバにおいても、「局内設備」、「既設設備区間」、「個別設備区間」ごとに料金が設定されてい
る（「局内設備」「既設設備区間」の利用料金は接続料と異なる額が設定されている）。

■概要図

主配線盤
（ＦＴＭ）他事業者設備

ＮＴＴ局舎 電柱

個別設備区間（特定光信号端末回線）既設設備区間（加入ＤＦ）局内設備（局内ＤＦ）

局内ダークファイバ※１

【既存接続料】

加入ダークファイバ

（シングルスター方式）※１、※２

【既存接続料】

特定光信号端末回線

【新規接続料】

接続料
NTT東日本：363円

NTT西日本：317円

NTT東日本：2,248円

NTT西日本：2,312円

網改造料として算定

（設備管理運営費＋他人資本費用＋自己資本費用
＋調整額＋利益対応税）×（1＋貸倒率）

※１ 令和３年３月22日にNTT東日本・西日本から申請のあった令和３年度適用接続料を記載。

※２ タイプ２（保守対応時間が限定されていないもの）の料金。また、施設設置負担加算料（NTT東日本：161円、NTT西日本：143円）、回線管理運営費（NTT東日本：
35円、NTT西日本：55円）を含む。

他事業者設備
（基地局等）

ビル内成端盤

※ 配線ルートは、他事業者もしくはビルオーナが準備（私設柱、建物外壁配管、地下配管等）

配管等※
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77新たな接続メニュー（特定光信号端末回線の接続）に関するその他の料金

○ 特定光信号端末回線の接続に関するその他の料金については、下表のとおり。

○ 特定光信号端末回線管理機能については、接続の申込みの受け付けを行うシステム等の料金であるところ、早期の接続メ
ニュー提供の観点から、既存の接続専用線等の管理を行うシステムを暫定的に利用して受付を行うため、通信路設定伝送機
能（接続専用線）の回線管理運営費単金を準用して設定。実績を把握し次第、実績料金で遡及精算を実施予定。

○ なお、今年度中を目途に特定光信号端末回線に関する正式な受付システム等を整備して対応する予定で検討が進められて
いるところであり、別途それを踏まえた接続約款の変更認可申請が行われる予定。

項⽬ 概要 料⾦

① 特定光信号端末回線管理機能 協定事業者の特定光信号端末回線の情報の
管理を⾏うとともに網改造料を請求する機能

NTT東⽇本︓339円
NTT⻄⽇本︓558円

② 既設基盤設備の利⽤料 既設の管路・電柱を利⽤する場合の負担額 既存の管路・電柱を利⽤する場合の
負担額を準⽤

③ 撤去に係る負担額 特定光信号端末回線の撤去に係る負担額 網改造料における利⽤中⽌費を適⽤

④ 特定光信号端末回線に係る情報調査費 概算提供可能時期・概算料⾦に係る調査実
費 作業単⾦ × 作業時間 ×（１ ＋ 貸倒率）
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88

NTT東⽇本 NTT⻄⽇本
卸料⾦ 接続料 差分 卸料⾦ 接続料 差分

計（①＋②+③）（円/⽉） 4,069 4,295

①既設設備区間 2,611 2,629
局内区間 363 317
加⼊区間 2,248 2,312

②個別設備区間 1,119 1,108
設備管理運営費 1,050 1,041

保守費相当（④×⑤） 217 208
減価償却費相当 833 833

報酬 5 7
基盤設備利⽤料 64 60

③フレキシブルファイバ回線管理運営費 339 558

（参考）
④創設費（円） 100,000 100,000
⑤年経費⽐率 2.6% 2.5%

（参考）フレキシブルファイバのビル屋上に係る卸料金と今回の申請接続料の比較

○ NTT東日本・西日本により、これまでの卸電気通信役務によるフレキシブルファイバの提供実績を踏まえ、仮に光ファイバを１
芯、既存の電柱を1本利用し、創設費10万円として、ビル屋上のフレキシブルファイバを利用する場合の卸料金と特定光信号
端末回線の接続料等の料金を比較した場合の試算が示された。

○ これによれば、NTT東日本・西日本ともに、ビル屋上にフレキシブルファイバを設置した場合の卸料金と比べて、本申請の料
金の方が４～５割程度低廉になる見込み。

※1

※2

※１ 卸料金には個別設備区間に係る共通費用・追加費用を含む。

※２ 卸料金は創設費を一括負担しているものを、減価償却費相当見合い（法定耐用年数10年）として算定。

※３ モデルケースとして試算したものであり、実際は案件ごとに利用芯線数や個別設備区間の創設費等が異なる。なお、ビル屋上のサンプルデータ（2020年８月～10月
の全件）の平均創設費は約10万円であり、また既存電柱の利用本数、芯線数とも今回の試算と近似した値となっている旨NTT東日本・西日本から説明があったもの。

※3

赤枠内は委員限り
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99特定光信号端末回線との接続に係る手続について

○ 特定光信号端末回線の接続に係る手続きとしては、以下のフローを前提として接続約款上の規定を整備。携帯電話事業者等
の意見を踏まえ、卸電気通信役務によるフレキシブルファイバと同様のフローを予定。

○ 概算金額や提供可能時期の回答に要する期間等についても、フレキシブルファイバの申込みの際の目安の期間をもとに設定。

○ 他人の土地等を利用している場合に、その他人から撤去を求められた場合は接続事業者と協議の上、撤去の必要がある場合はその特定光信号
端末回線を撤去する（撤去により生じた損害について、NTT東日本・西日本はその接続事業者に対する責任を負わない）

○ 接続を終了する申込みがあった回線との接続を終了する際は、その回線と併せて接続の申込みを行った回線との接続についても終了する。

○ 特定光信号端末回線との接続を終了したときは、その特定光信号端末回線が収容されている光ファイバケーブルにおいて他の特定光信号端末
回線が現用に供されている場合を除き、その特定光信号端末回線を撤去する。

①調査申込み ②概算提供可能時期・
概算⾦額等を回答 ③接続の申込※

④提供可能時期を通知⑤⼯事⽇の指定⑥設備構築、提供

■接続申込み等のフロー

原則①の申込み
の到達した日から

１か月以内

：接続事業者が実施 ：NTT東日本・西日本が実施

②の回答から
１か月以内

原則③の申込みの
受付から２か月以内

原則④の通知
から３か月以内

■その他の⼿続等

※ 特定光信号端末回線と組み合わせて利用する光信号端末回線の接続申込みを併せて行うこと及び事前に特定光信号端末回線の敷設に係る調整を行うことを要する。
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1010

（参考資料）
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11（参考）フレキシブルファイバの概要

他事業者設備
（基地局等）

光エリア内 光エリア外

既設設備 個別設備

既設設備

個別設備

他事業者設備

（基地局等）

○ フレキシブルファイバは、携帯電話事業者等に対し、既設設備が存在しないエリア等において、個別設備を設置し、既設設
備区間の設備と組み合わせて伝送路設備等を提供するサービス。提供形態は、これまで、卸電気通信役務でのみであり、
相互接続では実施されていない。

○ フレキシブルファイバは、NTT東日本・西日本の光エリア外において新たに設備を構築して役務提供するものとNTT東日
本・西日本の光エリア内においてビルの屋上等NTT東日本・西日本が指定する成端箇所以外の箇所に成端するものの２つ
に大別される。

○ これらの料金体系は同じであり、 NTT局舎内、既設設備区間、個別設備区間それぞれにおいて料金が設定されている。

主配線盤
（ＦＴＭ）他事業者設備

主配線盤
（ＦＴＭ）

他事業者設備

光エリア内

フレキシブルファイバ（光エリア外）

フレキシブルファイバ（光エリア内のビルの屋上等）

ＮＴＴ東日本・西日本の光
エリア外において新たに
設備を構築して役務提供
するもの。

NTT東日本・西日本の光
エリア内においてNTT東
日本・西日本が指定する
成端箇所以外の箇所に
成端するもの。

ＮＴＴ局舎

ＮＴＴ局舎

※ 配線ルートは、他事業者もしくはビルオーナが準備（私設柱、建物外壁配管、地下配管等）

配管等※

ビル内成端盤
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12（参考）フレキシブルファイバの卸料金

提供料金

（2019年度）
局内フレキシブルファイバ 既設設備区間 個別設備区間（新設区間）

初期費用

月額料金

撤去費

※１ 局内フレキシブルファイバは、自己設置または加入ダークファイバ等と合わせて提供される場合を除く。
※２ 局内ダークファイバの2020年度の接続料は、NTT東日本：351円、NTT西日本：284円。
※３ 加入光ファイバ（シングルスター方式）の2020年度の接続料は、NTT東日本：2,244円、NTT西日本：2,361円。
※４ 報酬等を含む。

フレキシブルファイバの概要図

卸役務として一体として提供※１

○ フレキシブルファイバは、局内設備、既設設備区間、個別設備区間ごとに料金が設定されており、局内設備、既設設備区
間の卸料金については、通常、加入光ファイバとして接続により提供される接続料に比べて、高額となっている。

○ フレキシブルファイバを利用する場合には、局内光伝送路も局内フレキシブルファイバとして卸提供されている。現在のとこ
ろ、フレキシブルファイバと局内ダークファイバ接続を組み合わせて利用はされていない。

他事業者設備
（基地局等）主配線盤

（ＦＴＭ）
他事業者設備

ＮＴＴ局舎 ケーブル電柱

個別設備区間既設設備区間局内フレキシブルファイバ

赤枠内は委員限り
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13（参考）フレキシブルファイバの提供回線数の推移

○ 2020年12月末時点におけるフレキシブルファイバの提供回線数は と増加傾向。

赤枠内は委員限り

出典：「フレキシブルファイバの実態把握について（要請）」（令和元年12月23日付け総基料第216号）
に基づくNTT東日本・NTT西日本からの報告 等
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14（参考）フレキシブルファイバの回線数における卸先事業者別の割合の推移

○ フレキシブルファイバの回線数における卸先事業者別の割合は、

している。

出典：「フレキシブルファイバの実態把握について（要請）」（令和元年12月23日付け総基料第216号）
に基づくNTT東日本・NTT西日本からの報告 等

赤枠内は委員限り
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審 査 結 果 
（加入光ファイバに係る接続メニューの追加等について） 

  

 電気通信事業法施行規則（昭和 60 年郵政省令第 25 号。以下「施行規則」という。）、第一種

指定電気通信設備接続料規則（平成 12 年郵政省令第 64 号。以下「接続料規則」という。）及

び電気通信事業法関係審査基準（平成 13 年１月６日総務省訓令第 75 号。以下「審査基準」と

いう。）の規定に基づき、以下のとおり審査を行った結果、認可することが適当と認められる。 

審査事項 審査結果 事由 

１ 施行規則第 23 条の４第１項で定める箇所にお

ける技術的条件が適正かつ明確に定められてい

ること。（審査基準第 15 条(1)ア） 
－ 

変更事項なし 

２ 接続料規則第４条で定める機能ごとの接続料

が適正かつ明確に定められていること。（審査基

準第 15 条(1)イ） 適 
接続料は、接続料規則第４条に規定する機

能ごとに定められており、かつ、機能ごとの

接続料は適正かつ明確に定められていると

認められる。 

３ 第一種指定電気通信設備を設置する電気通信

事業者及び当該指定電気通信設備とその電気通

信設備を接続する他の電気通信事業者の責任に

関する事項が適正かつ明確に定められているこ

と。（審査基準第 15 条(1)ウ） 

－ 

変更事項なし 

４ 電気通信役務に関する料金を定める電気通信

事業者の別が適正かつ明確に定められているこ

と。（審査基準第 15 条(1)エ） 
－ 

 変更事項なし 

５ 施行規則第 23 条の４第２項で定める事項が適

正かつ明確に定められていること。（審査基準第

15 条(1)オ） 

 

 

適 

【施行規則第 23 条の４第２項第１号に係る

事項】 

他事業者が接続の請求を行い、当該請求へ

の回答を受ける手続等が適正かつ明確に定

められていると認められる。 

【施行規則第 23 条の４第２項第１号の２か

ら第３号までに係る事項】 

 変更事項なし 

【施行規則第 23 条の４第２項第４号に係る

事項】 

他事業者が負担すべき工事費、手続費等に

ついて、接続料規則第３章から第５章までに

規定する算定方法に準じて計算されており、

能率的な経営の下における適正な原価に適

正な利潤を加えた金額に照らし公正妥当な

金額が適正かつ明確に定められていると認

められる。 

【施行規則第 23 条の４第２項第５号及び第６

号に係る事項】 

変更事項なし 

【施行規則第 23 条の４第２項第７号に係る事

項】 

他事業者が接続に関して行う請求及び東日

本電信電話株式会社又は西日本電信電話株式

会社が当該請求に対して行う回答において用
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いるべき様式が適正かつ明確に定められてい

ると認められる。 

【施行規則第23条の４第２項第８号から第12

号までに係る事項】 

 変更事項なし 

６ 接続料が接続料規則に定める方法により算定

された原価に利潤を加えた金額に照らし公正妥

当なものであること。（審査基準第 15 条(2)） 適 
本件申請中の料金表に定める接続料は、接

続料規則第３章から第６章までの規定に基

づいて算定された原価・利潤に照らし、公正

妥当なものと認められる。 

７  接続の条件が、第一種指定電気通信設備を設置

する電気通信事業者がその指定電気通信設備に

自己の電気通信設備を接続することとした場合

の条件に比して不利なものでないこと。（審査基

準第 15 条(3)） 

適 

 自己の電気通信設備を接続することとし

た場合の条件に比して不利なものとする旨

の記載は認められない。 

８  特定の電気通信事業者に対し不当な差別的取

扱いをするものでないこと。（審査基準第 15 条

(4)） 
適 

特定の電気通信事業者に対し不当な差別

的取扱いをする旨の記載は認められない。 
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接続約款変更認可申請書 

 

 

                    東相制第 21-00009 号 

                         2 0 2 1 年 5 月 24 日 

 

総務大臣 

武田 良太 殿 

 

                 郵便番号 １６３－８０１９ 

                     とうきょうとしんじゅくくにししんじゅくさんちょうめ 

                 住所  東京都新宿区西新宿三丁目１９－２ 

 

                 名称及び代表者の氏名 

                     ひがしにっぽんでんしんでんわかぶしきがいしゃ 

                     東日本電信電話株式会社 
                             いのうえ ふくぞう  

                     代表取締役社長 井上 福造 

 

 

                 登録年月日及び登録番号 

 

                     平成１６年４月１日 第 233 号   

 

 電気通信事業法第 33条第２項の規定により、別紙のとおり接続約款の変更の

認可を受けたいので申請します。 

 

 

 

実施期日 

 

 

 

 

認可を受けた後、速やかに実施します。 
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電気通信事業法第33条第２項に基づく第１種指定電気通信設備との接続に関する契約約款の一部改正 

旧 
 

（用語の定義） 

第３条 この約款においては、次表の左欄の用語はそれぞれ右欄の意味で使用します。 

用  語 意  味 

1～90 （略） （略） 

90 光信号端末回線  光信号の伝送に係る端末回線（光局外スプリッタ（通信用建物等（通

信用建物及びその通信用建物から工事可能な最も近い当社の指定する

マンホール等までの間の管路若しくはとう道を含みます。以下同じと

します。）以外に設置される光信号の多重分離を行う装置をいいま

す。以下同じとします。）を含むものと含まないものがあります。そ

の区間において伝送装置及びその付属設備を設置しないものに限りま

す。また、当社による光信号の伝送に係る端末回線の提供が困難なエ

リア等において、他事業者の個別要望により他事業者の個別の費用負

担で当社の光信号の伝送に係る端末回線を延長し、その延長された区

間の端末回線を用いて当社が卸電気通信役務を提供する場合における

当該卸電気通信役務の提供に用いられる光信号の伝送に係る端末回線

を除きます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事前照会） 

第10条の２ （略） 

２ 前項の請求により当社が提供する情報は、次の各号のうち接続申込者が事前照会申込書に指定する事項と

します。 

 (1)～(7) （略） 

 (8) 接続申込者が指定する利用区間、利用芯線数及び接続開始希望時期に係る光信号端末回線（既に設置

された当社の光屋内配線を光信号端末回線と一体として利用すること又は光信号分岐端末回線と一体と

して当社の光屋内配線（主として一戸建ての建物に設置される形態により設置するものに限ります。以

下、第34条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第11項から第13項及び第34条の

12（既に設置された当社の光屋内配線に係る精算）において同じとします。）を新たに設置して利用す

ることを要望される場合には、その光屋内配線を含みます。以下この条、第34条の４、第99条の６及び

 

（用語の定義） 

第３条 この約款においては、次表の左欄の用語はそれぞれ右欄の意味で使用します。 

用  語 意  味 

1～90 （略） （略） 

90 光信号端末回線  光信号の伝送に係る端末回線（光局外スプリッタ（通信用建物等（通

信用建物及びその通信用建物から工事可能な最も近い当社の指定する

マンホール等までの間の管路若しくはとう道を含みます。以下同じと

します。）以外に設置される光信号の多重分離を行う装置をいいま

す。以下同じとします。）を含むものと含まないものがあります。そ

の区間において伝送装置及びその付属設備を設置しないものに限りま

す。また、当社による光信号の伝送に係る端末回線の提供が困難なエ

リア等において、他事業者の個別要望により他事業者の個別の費用負

担で当社の光信号の伝送に係る端末回線を延長し、その延長された区

間の端末回線を用いて当社が卸電気通信役務を提供する場合における

当該卸電気通信役務の提供に用いられる光信号の伝送に係る端末回線

を除きます。）であって、一戸建ての建物等において接続申込者が指

定する場所、それ以外の建物において当社が設置する光成端盤又は電

柱等において当社若しくは他事業者が設置する端子函に終端するもの 

90-2 特定光信号端末回線 光信号の伝送に係る端末回線（光信号端末回線（光信号主端末回線及

び光信号分岐端末回線を除きます。）と組み合わせて利用するため

に、接続申込者の個別要望により接続申込者の個別の費用負担で当社

が敷設する光ファイバケーブルに収容されるものに限ります。）であ

って、電柱等において当社が設置する端子函を利用区間の始点とし、

光信号端末回線の提供可能エリア内であって、光信号端末回線の終端

する場所を除いた場所を利用区間の終点とするもの 

 

（事前照会） 

第10条の２ （略） 

２ 前項の請求により当社が提供する情報は、次の各号のうち接続申込者が事前照会申込書に指定する事項と

します。 

 (1)～(7) （略） 

 (8) 接続申込者が指定する利用区間、利用芯線数及び接続開始希望時期に係る光信号端末回線（既に設置

された当社の光屋内配線を光信号端末回線と一体として利用すること又は光信号分岐端末回線と一体と

して当社の光屋内配線（主として一戸建ての建物に設置される形態により設置するものに限ります。以

下、第34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第11項か

ら第13項及び第34条の12（既に設置された当社の光屋内配線に係る精算）において同じとします。）を

新たに設置して利用することを要望される場合には、その光屋内配線を含みます。以下この条、第34条

新 
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第99条の７において同じとします。）の提供可能時期（接続申込者と利用者の建物の管理者との光信号

端末回線の入線等に係る調整（光信号端末回線を設置するために当社がその建物に入館する際の調整を

含みます。以下同じとします。）が十分でない場合には提供できないこと又はその時期に提供できない

ことがあります。）及び伝送損失（計算による値となります。） 

 

（準用） 

第11条の２ 前条第４項の規定は、第34条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第１

項、第34条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１項又は第34条の７（特別光信号

中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第１項の場合に準用します。 

 

第６節の２ 当社の光回線設備との接続に関する手続き 

（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み） 

第34条の４  

１～３ （略） 

４ 第２項の場合において、当社が接続する光信号端末回線を特定して提供可能時期を回答したときは、当社

は、接続開始時期までに、その光信号端末回線に係る情報（加入者光主配線盤設置フロア、光成端盤設置フ

ロア、コネクタ（通信用建物又は利用者の建物に設置されるものとします。）種別、ファイバ種別及び伝送

損失（計算による値となります。）を含みます。以下次項において同じとします。）を提供するものとしま

す。 

 

５ 当社が、第２項において、接続する光信号端末回線を特定しないで提供可能時期を回答した場合には、当

社は、接続申込者が指定した利用区間に係る光信号端末回線を特定することが可能となった後、遅滞なく、

接続申込者に対し、その光信号端末回線を利用可能とするための当社の準備が整う時期に係る情報を通知す

るものとします。この場合において、当社はその光信号端末回線に係る情報を接続開始時期までに提供する

ものとします。 

６ 接続申込者は、第２項に規定する回答を当社が行った日（第２項において、接続する光信号端末回線を特

定しないで提供可能時期を回答した場合には、前項に規定する通知を当社が行った日とします。）から３ヶ

月が経過する日（以下この項において「工事日指定期日」といいます。）までに、当社に対し、その光信号

端末回線の工事日を指定することを要します(第１項の規定に基づき、当社が、光信号端末回線の仮予約工

事日を接続申込者が指定した工事日として取り扱った場合を除きます。)。この場合において、接続申込者

が工事日指定期日までに工事日の指定を行わないときは、第２項に規定する回答及び承諾は効力を失い、当

社は、工事日指定期日をもって、接続申込者が第１項に規定する申込みを撤回したものとみなします。 

ただし、接続申込者が、工事日指定期日までに、当社に対し、工事日指定期日を延伸したい旨を申し出た

場合であって、その事情を当社が認めたときは、この限りではありません。 

 

７～８ （略） 

９ 接続申込者は、第１項の申込みの到達した日から６ヶ月が経過する日と提供可能時期（光信号端末回線に

おいては、第２項に規定する提供可能時期（接続する光信号端末回線を特定しないで提供可能時期を回答し

た場合は第５項に規定する当社の準備が整う時期とします。）をいい、光信号局内伝送路においては、第７

項に規定する光信号局内伝送路により接続を希望する区間の両端の設備が確定した日から１ヶ月半が経過す

る日又は当社が提供可能時期を回答する場合にはその時期をいいます。）から３ヶ月（当社の責めに帰すべ

き事由による期間は除きます。）が経過する日とのいずれか遅い日（以下この条において「接続開始期日」

といいます。）までに接続を開始することを要します。接続申込者が接続開始期日までに接続を開始しない

ときは、第２項及び第７項に規定する回答及び承諾は効力を失い、当社は、接続開始期日をもって接続申込

の４、第99条の６及び第99条の７において同じとします。）の提供可能時期（接続申込者と利用者の建

物の管理者との光信号端末回線の入線等に係る調整（光信号端末回線を設置するために当社がその建物

に入館する際の調整を含みます。以下同じとします。）が十分でない場合には提供できないこと又はそ

の時期に提供できないことがあります。）及び伝送損失（計算による値となります。） 

 

（準用） 

第11条の２ 前条第４項の規定は、第34条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第１

項、第34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１項又は第

34条の７（特別光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第１項の場合に準用します。 

 

第６節の２ 当社の光回線設備等との接続に関する手続き 

（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み） 

第 34 条の４  

１～３ （略） 

４ 第２項又は第17項の場合において、当社が接続する光信号端末回線（特定光信号端末回線を含みます。以

下この項から第６項及び第９項において同じとします。）を特定して提供可能時期を回答したときは、当社

は、接続開始時期までに、その光信号端末回線に係る情報（加入者光主配線盤設置フロア、光成端盤設置フ

ロア、コネクタ（通信用建物又は利用者の建物に設置されるものとします。）種別、ファイバ種別及び伝送

損失（計算による値となります。）を含みます。以下次項において同じとします。）を提供するものとしま

す。 

５ 当社が、第２項又は第17項において、接続する光信号端末回線を特定しないで提供可能時期を回答した場

合には、当社は、接続申込者が指定した利用区間に係る光信号端末回線を特定することが可能となった後、

遅滞なく、接続申込者に対し、その光信号端末回線を利用可能とするための当社の準備が整う時期に係る情

報を通知するものとします。この場合において、当社はその光信号端末回線に係る情報を接続開始時期まで

に提供するものとします。 

６ 接続申込者は、第２項に規定する回答又は第17項に規定する通知を当社が行った日（第２項又は第17項に

おいて、接続する光信号端末回線を特定しないで提供可能時期を回答した場合には、前項に規定する通知を

当社が行った日とします。）から３ヶ月が経過する日（以下この項において「工事日指定期日」といいま

す。）までに、当社に対し、その光信号端末回線の工事日を指定することを要します(第１項の規定に基づ

き、当社が、光信号端末回線の仮予約工事日を接続申込者が指定した工事日として取り扱った場合を除きま

す。)。この場合において、接続申込者が工事日指定期日までに工事日の指定を行わないときは、第２項又

は第16項及び第17項に規定する回答及び承諾は効力を失い、当社は、工事日指定期日をもって、接続申込者

が第１項に規定する申込みを撤回したものとみなします。 

ただし、接続申込者が、工事日指定期日までに、当社に対し、工事日指定期日を延伸したい旨を申し出た

場合であって、その事情を当社が認めたときは、この限りではありません。 

７～８ （略） 

９ 接続申込者は、第１項又は第17項の申込みの到達した日から６ヶ月が経過する日と提供可能時期（光信号

端末回線においては、第２項又は第17項に規定する提供可能時期（接続する光信号端末回線を特定しないで

提供可能時期を回答した場合は第５項に規定する当社の準備が整う時期とします。）をいい、光信号局内伝

送路においては、第７項に規定する光信号局内伝送路により接続を希望する区間の両端の設備が確定した日

から１ヶ月半が経過する日又は当社が提供可能時期を回答する場合にはその時期をいいます。）から３ヶ月

（当社の責めに帰すべき事由による期間は除きます。）が経過する日とのいずれか遅い日（以下この条にお

いて「接続開始期日」といいます。）までに接続を開始することを要します。接続申込者が接続開始期日ま

でに接続を開始しないときは、第２項、第７項又は第16項及び第17項に規定する回答及び承諾は効力を失
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者が第１項に規定する申込みを撤回したものとみなします。 

ただし、接続申込者が、接続開始期日までに、当社に対し、接続開始期日を延伸したい旨を申し出た場合

であって、その事情を当社が認めたときは、この限りではありません。 

 

10 前項ただし書きの場合において、当社は、接続申込者が、延伸前の接続開始期日からその接続を開始する

日の前日までの間、その接続申込者が行った第１項に規定する申込みに係る機能を利用したものとみなしま

す。 

11～15 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（光回線設備の非現用芯線がない場合の立入り） 

第 34 条の５ 当社が第 34 条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第４項第１号又は第

34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第８項において読み替えて適用される第 34

条の２第４項第１号の通知をしたときは、その通知を受け取った接続申込者又はその接続申込者が指定した

者は、通知の内容を確認するため、その通知に係る当社の光主配線盤を設置している通信用建物に立ち入る

ことができます。この場合において、立入者の数は、その目的に必要な範囲内に限るものとします。 

 

い、当社は、接続開始期日をもって接続申込者が第１項又は第17項に規定する申込みを撤回したものとみな

します。 

ただし、接続申込者が、接続開始期日までに、当社に対し、接続開始期日を延伸したい旨を申し出た場合

であって、その事情を当社が認めたときは、この限りではありません。 

10 前項ただし書きの場合において、当社は、接続申込者が、延伸前の接続開始期日からその接続を開始する

日の前日までの間、その接続申込者が行った第１項又は第17項に規定する申込みに係る機能を利用したもの

とみなします。 

11～15 （略） 

16 接続申込者は、当社の特定光信号端末回線と接続しようとするときは、当社に対し、特定光信号端末回線

線路設備調査申込書により、特定光信号端末回線についての調査の申込みを行うことを要します。この場合

において、当社は、大量の申込みを一時に受け付けた場合又は他の接続申込者より大量の申込みを既に受け

付けている場合等の特別の事情がない限り、申込みの到達した日から１か月以内に、接続申込者が指定した

利用区間に係る特定光信号端末回線の概算提供可能時期等を特定光信号端末回線線路設備調査回答書によ

り、回答します。なお、接続申込者は、この申込みに先立って第 11条（事前調査の申込み）を行っている必

要はありません。 

17 接続申込者は、前項に規定する回答を当社が行った日から１ヶ月以内に、当社に対し、特定光信号端末回

線との接続の申込みを行うことを要します。この場合において、接続申込者は、その特定光信号端末回線と

組み合わせて利用する光信号端末回線の接続申込みを併せて行うこと及び事前に特定光信号端末回線の敷設

に係る調整を行うことを要します。当社は、第 22条（接続申込みの承諾）第１項各号の場合を除き、受け付

けをもって特定光信号端末回線に係る接続の申込みの承諾とし、特別な工事が必要となる場合、大量の申込

みを一時に受け付けた場合又は他の接続申込者より大量の申込みを既に受け付けている場合等の特別の事情

がない限り、接続の申込みの承諾を行った日から２ヶ月以内に提供可能時期を通知します。  

18 当社は、前項の場合において、提供可能時期までに提供できないとき又は提供できないときは理由を接続

申込者に通知します。 

19 特定光信号端末回線を敷設するために他人の土地及びこれに定着する建物その他の工作物（以下「土地等」

といいます。）を利用している場合において、当社が、その他人からその特定光信号端末回線を撤去するよ

う求められたときは、協定事業者と協議の上、撤去の必要がある場合は、その特定光信号端末回線を撤去す

るものとします（その撤去により生じた損害について、当社はその協定事業者に対する責任を負わないもの

とします。）。 

20 協定事業者が特定光信号端末回線又は特定光信号端末回線との接続の申込みと併せて接続の申込みを行っ

た光信号端末回線との接続を終了する申込みを行った場合、接続を終了する申込みがあった回線との接続を

終了するとともに、その回線と併せて接続の申込みを行った回線との接続についても終了する申込みがあっ

たものとみなします。なお、当社は特定光信号端末回線との接続を終了する申込みがあった場合（接続を終

了する申込みがあったものとみなす場合を含みます。）であって、その特定光信号端末回線が収容される光

ファイバケーブルにおいて他の特定光信号端末回線が現用に供されていないときは、第 36条の２（協定事業

者の申込みによる個別管理対象設備の利用中止等）第１項に規定する申込みがあったものとみなします。 

 

（光回線設備の非現用芯線がない場合の立入り） 

第 34 条の５ 当社が第 34 条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第４項第１号又は第

34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第８項において読み

替えて適用される第 34条の２第４項第１号の通知をしたときは、その通知を受け取った接続申込者又はその

接続申込者が指定した者は、通知の内容を確認するため、その通知に係る当社の光主配線盤を設置している

通信用建物に立ち入ることができます。この場合において、立入者の数は、その目的に必要な範囲内に限る

ものとします。 
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（光信号端末回線のテープ分散に係る確認調査及び接続の申込み） 

第 34 条の 10  

１～２ （略） 

３ 接続申込者は、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）の規定により、光信号

端末回線との接続の申込みを行う際に、テープ分散による接続を要望することができます。この場合におい

て接続申込者は、次の各号に規定する調査のいずれかを併せて申込むものとします。 

(1) 接続申込みにより指定する光配線盤に終端する１の光信号端末回線について、その光配線盤に終端し

現に利用している１の光信号端末回線（接続申込みにより指定する光信号端末回線が光局外スプリッタを

含むものである場合は、光局外スプリッタを含まないものに限ります。）とのテープ分散による接続の可

否 

(2) 接続申込みにより指定する同一の光配線盤に終端する２の光信号端末回線のテープ分散による接続の

可否 

 

（複数年段階料金を適用する光信号主端末回線の取扱い） 

第 34 条の 13 接続申込者は、第 34条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）の規定に基

づき、当社の光信号主端末回線と接続しようとする場合は、当社が別に定める通信用建物に収容する光信号

主端末回線に限り、複数年段階料金（平成 24 年３月 29 日付け情報通信行政・郵政行政審議会答申（情郵審

第 33 号）に基づき、接続開始後１年間の接続料を低減させ、当該低減額及び当該低減額に係る利息を接続開

始後３年目の接続料に加算する方法により算定した光信号主端末回線の料金のことをいいます。以下、同じ

とします。）の適用を選択することができます。 

 

（準用） 

第39条 前条第３項の規定は、第 10 条の２（事前照会）第３項、第 10 条の３（相互接続点の調査及び設置

申込み）第５項、第 10 条の 13（電柱添架の申込み）第２項、第 13 条（事前調査の回答）第１項、第３

項若しくは第４項、第 34 条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第２項若しくは第

３項、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第２項、第３項若しくは第７

項、第 34 条の７（特別光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第２項若しくは第３項、第 34 条

の 10（光信号端末回線のテープ分散に係る確認調査及び接続の申込み）第８項、第 36 条の３（個別管理

対象設備の除却又は転用）第３項、第 95 条の４（接続に必要な装置等の設置に係る標準的期間）第１項、

第 99 条の３（ＤＳＬ回線等に係る情報の提供）又は第 99 条の６（光回線設備に係る情報の提供）の場合

に準用します。 

 

（定額制の網使用料の支払義務） 

第 64 条 協定事業者は、次の各号の規定に従い、料金表第１表第１（網使用料）に規定する網使用料のうち月

額で定める料金（以下「定額制の網使用料」といいます。）を支払うことを要します。 

(1) （略） 

(2) 料金表第１表第１（網使用料）に規定する端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄、光信号電気信号

変換機能、光信号多重分離機能、中継伝送専用機能、通信路設定伝送機能等（２－１－２第２欄に規定する

加算額を除きます。以下この項において同じとします。）又は波長多重機能については、第 34 条の４（光信

号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第 10項の規定により利用したものとみなす期間を除き、専

用サービス契約約款中最低利用期間の規定（同規定中「専用契約の解除」とあるのは「専用契約の解除若し

くは接続専用回線の接続休止」と読み替えるものとし、他社料金設定回線に係る規定を除きます。）を準用

します。この場合において、端末回線伝送機能（２－１－１－１第２欄ウ欄、第６欄及び第９欄に係るもの

 

（光信号端末回線のテープ分散に係る確認調査及び接続の申込み） 

第 34 条の 10  

１～２ （略） 

３ 接続申込者は、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）

の規定により、光信号端末回線との接続の申込みを行う際に、テープ分散による接続を要望（することがで

きます。この場合において接続申込者は、次の各号に規定する調査のいずれかを併せて申込むものとします。 

(1) 接続申込みにより指定する光配線盤に終端する１の光信号端末回線について、その光配線盤に終端し

現に利用している１の光信号端末回線（接続申込みにより指定する光信号端末回線が光局外スプリッタを

含むものである場合は、光局外スプリッタを含まないものに限ります。）とのテープ分散による接続の可

否 

(2) 接続申込みにより指定する同一の光配線盤に終端する２の光信号端末回線のテープ分散による接続の

可否 

 

（複数年段階料金を適用する光信号主端末回線の取扱い） 

第 34 条の 13 接続申込者は、第 34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接

続申込み）の規定に基づき、当社の光信号主端末回線と接続しようとする場合は、当社が別に定める通信用

建物に収容する光信号主端末回線に限り、複数年段階料金（平成 24 年３月 29 日付け情報通信行政・郵政行

政審議会答申（情郵審第 33号）に基づき、接続開始後１年間の接続料を低減させ、当該低減額及び当該低減

額に係る利息を接続開始後３年目の接続料に加算する方法により算定した光信号主端末回線の料金のことを

いいます。以下、同じとします。）の適用を選択することができます。 

 

（準用） 

第39条 前条第３項の規定は、第 10 条の２（事前照会）第３項、第 10 条の３（相互接続点の調査及び設置

申込み）第５項、第 10 条の 13（電柱添架の申込み）第２項、第 13 条（事前調査の回答）第１項、第３

項若しくは第４項、第 34 条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第２項若しくは第

３項、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第２項、

第３項、第７項、第16項若しくは第17項、第 34 条の７（特別光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込

み）第２項若しくは第３項、第 34 条の 10（光信号端末回線のテープ分散に係る確認調査及び接続の申込

み）第８項、第 36 条の３（個別管理対象設備の除却又は転用）第３項、第 95 条の４（接続に必要な装置

等の設置に係る標準的期間）第１項、第 99 条の３（ＤＳＬ回線等に係る情報の提供）又は第 99 条の６

（光回線設備に係る情報の提供）の場合に準用します。 

 

（定額制の網使用料の支払義務） 

第 64 条 協定事業者は、次の各号の規定に従い、料金表第１表第１（網使用料）に規定する網使用料のうち月

額で定める料金（以下「定額制の網使用料」といいます。）を支払うことを要します。 

(1) （略） 

(2) 料金表第１表第１（網使用料）に規定する端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄、光信号電気信号

変換機能、光信号多重分離機能、中継伝送専用機能、通信路設定伝送機能等（２－１－２第２欄に規定する

加算額を除きます。以下この項において同じとします。）又は波長多重機能については、第 34条の４（光信

号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第 10項の規定により利用したものと

みなす期間を除き、専用サービス契約約款中最低利用期間の規定（同規定中「専用契約の解除」とあるのは

「専用契約の解除若しくは接続専用回線の接続休止」と読み替えるものとし、他社料金設定回線に係る規定

を除きます。）を準用します。この場合において、端末回線伝送機能（２－１－１－１第２欄ウ欄、第６欄及
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に限ります。）、光信号電気信号変換機能、光信号多重分離機能、中継伝送専用機能、光信号中継伝送機能、

イーサネットフレーム伝送機能、光信号局内伝送機能又は波長多重機能は、専用サービス契約約款に規定す

る高速ディジタル伝送サービスの場合の規定に準ずるものとします。 

(3) 端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄若しくは第４欄若しくは第４－２欄若しくは第５欄若しく

は第７欄、ＩＳＭ折返し機能、光信号電気信号変換機能、光信号多重分離機能、光信号分岐端末回線管理機

能、ＤＳＬ回線管理機能、ＤＳＬ回線故障対応機能、端末回線伝送機能管理機能、光回線設備管理機能、光

信号局内回線管理機能、ＩＰ通信網回線管理機能、波長多重機能、下部端末回線管理機能、一般収容局ルー

タ接続ルーティング伝送機能、一般中継局ルータ接続ルーティング伝送機能又は特別収容局ルータ接続ルー

ティング伝送機能の場合 

当該機能の利用を開始した日（端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄又は光信号電気信号変換機能

については、第 28 条（完成通知）に規定する完成通知に記載した期日とします。）から起算して協定の解除

若しくは消滅又は接続の変更により当社の指定電気通信設備との接続を終了した日の前日までの期間（当該

機能の利用を開始した日と接続を終了した日が同一である場合は１日とします。） 

２～３ （略） 

４ 協定事業者は、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第 15 項に規定する収

容に変更した場合は、当社が同条第 14項に規定する収容を行っていなかったことにより生じた光信号主端末

回線等の網使用料の支払いを要しません。 

 

（網改造料の支払義務） 

第 66 条 協定事業者は、次の各号に規定する期日を含む月から、当該機能に係る電気通信設備が撤去される期

日を含む月までの期間（次の各号に規定する期日を含む月と撤去される期日を含む月が同一である場合は１

月間とします。）に係る料金表第１表第２（網改造料）２－１に規定する網改造料の支払いを要します。 

(1) 接続用設備又は接続用ソフトウェアについては、第 28条（完成通知）又は第 34 条（準用）に規定する

完成通知に記載した期日（網改造料を按分して負担するときは、負担額を通知する書面に記載した期日

とします。） 

(2) 接続料金のうち、網使用料及び前号に規定する網改造料以外のものについては、その機能の利用を許

諾する書面に記載した期日 

 

 

２ （略） 

３ 第 36 条又は第 36 条の２（協定事業者の申込みによる個別管理対象設備の利用中止等）第１項の規定に基

づき、当社又は協定事業者が個別管理対象設備を更改又は利用中止したときは、次項に規定する場合を除き、

協定事業者は、料金表第１表第２（網改造料）２（料金額）２－１の２に規定する網改造料の支払いを要し

ます。 

 

（手続費の支払義務） 

第 68 条 協定事業者は、次の各号の場合には、料金表第２表第２（手続費）に規定する手続費の支払いを要し

ます。 

 (1)～(28) （略） 

 (29) 当社が、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第２項に規定する回答を

行うための現地調査若しくは光信号端末回線の接続に係る工事又は端末回線伝送機能（２－１－１－１第

３欄ウ欄又はエ欄に限ります。）に係る回線の提供可否を当社が回答するための現地調査若しくは端末回

線伝送機能（２－１－１－１第３欄ア欄（通信路設定伝送機能のうち高速ディジタル伝送に係るものであ

って 128Kbit/s の符号伝送が可能なエコノミークラスのものと組み合わせて提供するものに限ります。） 、

び第９欄に係るものに限ります。）、光信号電気信号変換機能、光信号多重分離機能、中継伝送専用機能、光

信号中継伝送機能、イーサネットフレーム伝送機能、光信号局内伝送機能又は波長多重機能は、専用サービ

ス契約約款に規定する高速ディジタル伝送サービスの場合の規定に準ずるものとします。 

(3) 端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄若しくは第４欄若しくは第４－２欄若しくは第５欄若しく

は第７欄、ＩＳＭ折返し機能、光信号電気信号変換機能、光信号多重分離機能、光信号分岐端末回線管理機

能、ＤＳＬ回線管理機能、ＤＳＬ回線故障対応機能、端末回線伝送機能管理機能、光回線設備管理機能、光信

号局内回線管理機能、ＩＰ通信網回線管理機能、波長多重機能、下部端末回線管理機能、一般収容局ルータ

接続ルーティング伝送機能又は特定光信号端末回線管理機能の場合 

当該機能の利用を開始した日（端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄又は光信号電気信号変換機能

については、第 28条（完成通知）に規定する完成通知に記載した期日とします。）から起算して協定の解除

若しくは消滅又は接続の変更により当社の指定電気通信設備との接続を終了した日の前日までの期間（当該

機能の利用を開始した日と接続を終了した日が同一である場合は１日とします。） 

 

２～３ （略） 

４ 協定事業者は、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）

第 15 項に規定する収容に変更した場合は、当社が同条第 14 項に規定する収容を行っていなかったことによ

り生じた光信号主端末回線等の網使用料の支払いを要しません。 

 

（網改造料の支払義務） 

第 66 条 協定事業者は、次の各号に規定する期日を含む月から、当該機能に係る電気通信設備が撤去される期

日を含む月までの期間（次の各号に規定する期日を含む月と撤去される期日を含む月が同一である場合は１

月間とします。）に係る料金表第１表第２（網改造料）２－１に規定する網改造料の支払いを要します。 

(1) 次号に規定するものを除く接続用設備又は接続用ソフトウェアについては、第 28 条（完成通知）又は

第 34 条（準用）に規定する完成通知に記載した期日（網改造料を按分して負担するときは、負担額を

通知する書面に記載した期日とします。） 

(2) 料金表第１表第２（網改造料）１－１表第 70 欄の特定光信号端末回線伝送機能に係る個別管理対象設

備については、特定光信号端末回線との接続を開始した期日 

(3) 接続料金のうち、網使用料及び前２号に規定する網改造料以外のものについては、その機能の利用を許

諾する書面に記載した期日 

２ （略） 

３ 第 34 条の 4（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第 19 項、第 36

条又は第 36 条の２（協定事業者の申込みによる個別管理対象設備の利用中止等）第１項の規定に基づき、当

社又は協定事業者が個別管理対象設備を更改又は利用中止したときは、次項に規定する場合を除き、協定事

業者は、料金表第１表第２（網改造料）２（料金額）２－１の２に規定する網改造料の支払いを要します。 

 

（手続費の支払義務） 

第 68 条 協定事業者は、次の各号の場合には、料金表第２表第２（手続費）に規定する手続費の支払いを要し

ます。 

 (1)～(28) （略） 

 (29) 当社が、第 34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第

２項に規定する回答を行うための現地調査若しくは光信号端末回線の接続に係る工事又は端末回線伝送機

能（２－１－１－１第３欄ウ欄又はエ欄に限ります。）に係る回線の提供可否を当社が回答するための現

地調査若しくは端末回線伝送機能（２－１－１－１第３欄ア欄（通信路設定伝送機能のうち高速ディジタ

ル伝送に係るものであって 128Kbit/s の符号伝送が可能なエコノミークラスのものと組み合わせて提供す
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ウ欄、エ欄又は第４欄(ｱ) 欄に限ります。）を提供する回線の接続に係る工事（以下「接続工事等」とい

います。）を行う場合に、協定事業者が指定した時刻（当社が承諾したものに限ります。以下「指定時刻」

といいます。）に接続工事等を行う場所に到着したとき。 

 (30)～(35) （略） 

  

 

 

（一般光信号中継回線、光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違約金） 

 

第 78 条の２ （略） 

２ 接続申込者が、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１項に規定する光

信号端末回線との接続の申込みが当社に到達した日からその接続を開始するまでの間に、その接続の申込み

を撤回したとき（当社の責めに帰すべき事由による場合を除き、申込みの一部を撤回した場合及び同条第６

項又は第９項の規定により申込みを撤回したものとみなした場合を含みます。）は、接続申込者は当社に対

して、別表４第２（光信号端末回線の接続の手続きに係る違約金）に規定する額（撤回された部分の申込み

に係るものに限ります。）に消費税相当額を加算した額を違約金として、当社が別に定める方法により支払

うことを要します。 

３ 接続申込者が、第34条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１項に規定する光信

号局内伝送路との接続の申込みを行った場合において、同条第７項に規定する光信号局内伝送路により接続

を希望する区間の両端の設備が確定した日からその接続を開始するまでの間に、その接続の申込みを撤回し

たとき（当社の責めに帰すべき事由による場合を除き、申込みの一部を撤回した場合及び同条第９項の規定

により申込みを撤回したものとみなした場合を含みます。）は、接続申込者は当社に対して、別表４第３

（光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違約金）に規定する額（撤回された部分の申込みに係るものに限

ります。）に消費税相当額を加算した額を違約金として、当社が別に定める方法により支払うことを要しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料金表 

第１表 接続料金 

 第１ 網使用料 

  １ 適用 

区  分 内  容 

(1)～(22) （略） （略） 

るものに限ります。） 、ウ欄、エ欄又は第４欄(ｱ) 欄に限ります。）を提供する回線の接続に係る工事（以

下「接続工事等」といいます。）を行う場合に、協定事業者が指定した時刻（当社が承諾したものに限りま

す。以下「指定時刻」といいます。）に接続工事等を行う場所に到着したとき。 

 (30)～(35) （略） 

 (36)  接続申込者が、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申

込み）第 16 項に規定する特定光信号端末回線に関する調査の回答を受けたとき 

 

（一般光信号中継回線、光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違

約金） 

第78条の２ （略） 

２ 接続申込者が、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）

第１項に規定する光信号端末回線との接続の申込みが当社に到達した日からその接続を開始するまでの間

に、その接続の申込みを撤回したとき（当社の責めに帰すべき事由による場合を除き、申込みの一部を撤回

した場合及び同条第６項又は第９項の規定により申込みを撤回したものとみなした場合を含みます。）は、

接続申込者は当社に対して、別表４第２（光信号端末回線の接続の手続きに係る違約金）に規定する額（撤

回された部分の申込みに係るものに限ります。）に消費税相当額を加算した額を違約金として、当社が別に

定める方法により支払うことを要します。 

３ 接続申込者が、第34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）

第１項に規定する光信号局内伝送路との接続の申込みを行った場合において、同条第７項に規定する光信号

局内伝送路により接続を希望する区間の両端の設備が確定した日からその接続を開始するまでの間に、その

接続の申込みを撤回したとき（当社の責めに帰すべき事由による場合を除き、申込みの一部を撤回した場合

及び同条第９項の規定により申込みを撤回したものとみなした場合を含みます。）は、接続申込者は当社に

対して、別表４第３（光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違約金）に規定する額（撤回された部分の申

込みに係るものに限ります。）に消費税相当額を加算した額を違約金として、当社が別に定める方法により

支払うことを要します。 

４ 接続申込者が、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込

み）第16項に規定する特定光信号端末回線についての調査の申込みが当社に到達した日から当社が回答する

までの間に、その調査の申込みを撤回したとき又は同条第17項に規定する特定光信号端末回線との接続の申

込みが当社に到達した日からその接続を開始するまでの間に、その接続の申込みを撤回したとき（当社の責

めに帰すべき事由による場合を除き、申込みの一部を撤回した場合及び同条第６項又は第９項の規定により

申込みを撤回したものとみなした場合を含みます。）は、接続申込者は当社に対して、その申込みの撤回に

より新たに発生する費用及びそれまでに既に発生した費用に消費税相当額を加算した額を違約金として、当

社が別に定める方法により支払うことを要します。 

 

料金表 

第１表 接続料金 

 第１ 網使用料 

  １ 適用 

区  分 内  容 

(1)～(22) （略） （略） 
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(23)  ＤＳＬ回線管

理機能、下部端末回

線管理機能、端末回

線伝送機能管理機

能、光回線設備管理

機能、光信号局内回

線管理機能、光信号

分岐端末回線管理機

能又はＩＰ通信網回

線管理機能に係る料

金の適用 

ＤＳＬ回線管理機能、下部端末回線管理機能、端末回線伝送機能管理機能、光回

線設備管理機能若しくは光信号局内回線管理機能、光信号分岐端末回線管理機能

又はＩＰ通信網回線管理機能に係る料金については、協定事業者が、それぞれ２

（料金額）２－１－１－１第４欄、第４―２欄、第５欄、第６欄ア欄若しくは２

－５－３若しくは２－11第19欄、２－１－１－２第２欄ア欄又は２－11第23欄若

しくは第24欄に規定する機能を利用する場合に適用します 

 

  ２ 料金額 

  ２－１１ その他の機能 

区  分 単位 料金額 備考 

(1)～(25)（略） （略） （略）   

 

 

 

 

第２ 網改造料 

 １ 適用 

区  分 内  容 

(1)～(6) （略） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １－１ 網改造料の対象となる機能 

(23)  ＤＳＬ回線管

理機能、下部端末回

線管理機能、端末回

線伝送機能管理機

能、光回線設備管理

機能、光信号局内回

線管理機能、光信号

分岐端末回線管理機

能、ＩＰ通信網回線

管理機能又は特定光

信号端末回線管理機

能に係る料金の適用 

ＤＳＬ回線管理機能、下部端末回線管理機能、端末回線伝送機能管理機能、光回

線設備管理機能若しくは光信号局内回線管理機能、光信号分岐端末回線管理機

能、ＩＰ通信網回線管理機能又は特定光信号端末回線管理機能に係る料金につい

ては、協定事業者が、それぞれ２（料金額）２－１－１－１第４欄、第４―２

欄、第５欄、第６欄ア欄若しくは２－５－３若しくは２－11第19欄、２－１－１

－２第２欄ア欄、２－11第23欄又は第１表（接続料金）第２（網改造料）１（適

用）１－１（網改造料の対象となる機能）第70欄に規定する機能を利用する場合

に適用します。 

 

  ２ 料金額 

  ２－１１ その他の機能 

区  分 単位 料金額 備考 

(1)～(25) （略）                                 

(26) 特定光信号端末

回線管理機能 

協定事業者の特定光信号端末回線の

情報の管理を行うとともに網改造料

を請求する機能 

１回線ごと

に 

339円      

 

第２ 網改造料 

 １ 適用 

区  分 内  容 

(1)～(6) （略） （略） 

(7) 特定光信号端末

回線伝送機能の適用 

特定光信号端末回線伝送機能に係る料金額の算定に関して、第１表（接続料金）

第２（網改造料）２（料金額）２－１（算出式）における設備管理運営費エ(ｴ)の

規定における工事費（物品費＋取付費）については、当該機能の提供のために必

要となる物品費、人件費等の費用をもとに算定される実費とします。 

また、協定事業者が特定光信号端末回線伝送機能を利用するときであって、当社

の既に設置されている管路又は電柱を利用する場合は、以下に規定する料金の支

払いを要します。 

ア 管路に係る負担額 

  第３表（預かり保守等契約等に基づく負担額）第２（とう道又は管路に係る負

担額）２（とう道又は管路に係る料金額）２－２（管路に係る料金額）の料金額

を準用することとします。この場合において、第３表第２の規定中「預かり保守

等契約又はコロケーション・スペース利用契約」とあるのは「特定光信号端末回

線伝送機能の利用」と読み替えるものとします。 

イ 電柱に係る負担額 

第３表（預かり保守等契約等に基づく負担額）第３（電柱に係る負担額）の負

担額を準用した年額料金の 12分の１とします。 

 

 

 １－１ 網改造料の対象となる機能 
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区  分 備  考 

(1)～(69) （略） （略） （略） 

 

 

 

  ２ 料金額 

  ２－１の２ 個別管理対象設備を更改又は利用中止する場合の料金額 

   第36条（当社が行う電気通信設備又はソフトウェアの更改）又は第36条の２（協定事業者の申込みによ

る個別管理対象設備の利用中止等）第１項の規定に基づき、当社又は協定事業者が個別管理対象設備を更

改又は利用中止する場合は、それぞれ次の算出式により協定事業者が負担する料金額を算定します。この

場合において、貸倒率については、２－３（年額料金の算定に係る比率）によります。 

 

 

第２表 工事費及び手続費 

第２ 手続費 

２－２ ２－１以外の手続費 

区  分 単 位 備 考 

(1)～(12) （略） （略） （略） （略） 

 

 

 

 

別表３ 様式 

（略） 

様式第７－４（第 34 条の４第１項関係） 

光回線設備接続申込書 

第   号 

   年  月  日                   

東日本電信電話株式会社／西日本電信電話株式会社 

殿 

                                 

所属（法人名等） 

氏名          

貴社接続約款第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１項の規定により、光回

線設備との接続を申し込みます。 

 

連絡先 

（担当者氏名、電話番号） 

 

注１ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

 ２ 光信号端末回線の接続申込に際しては、別紙１に記載し添付すること。 

３ 光信号局内伝送路の接続申込に際しては、別紙２に記載し添付すること。 

 

別表４ 違約金 

区  分 備  考 

(1)～(69) （略） （略） （略） 

(70) 特定光信号端

末回線伝送機能 

特定光信号端末回線にて伝送を行う機能           

 

  ２ 料金額 

  ２－１の２ 個別管理対象設備を更改又は利用中止する場合の料金額 

   第34条の4（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第19項、第36

条（当社が行う電気通信設備又はソフトウェアの更改）又は第36条の２（協定事業者の申込みによる個別

管理対象設備の利用中止等）第１項の規定に基づき、当社又は協定事業者が個別管理対象設備を更改又は

利用中止する場合は、それぞれ次の算出式により協定事業者が負担する料金額を算定します。この場合に

おいて、貸倒率については、２－３（年額料金の算定に係る比率）によります。 

 

第２表 工事費及び手続費 

第２ 手続費 

２－２ ２－１以外の手続費 

区  分 単 位 備 考 

(1)～(12) （略） （略） （略） （略） 

(13) 特定光信号端

末回線に係る情報

調査費 

第34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回

線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第16項に

規定する事項の調査に要する費用 

１件ごとに           

 

別表３ 様式 

（略） 

様式第７－４（第 34 条の４第１項関係） 

光回線設備接続申込書 

第   号 

   年  月  日                   

東日本電信電話株式会社／西日本電信電話株式会社 

殿 

                                 

所属（法人名等） 

氏名          

貴社接続約款第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１

項の規定により、光回線設備との接続を申し込みます。 

 

連絡先 

（担当者氏名、電話番号） 

 

注１ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

 ２ 光信号端末回線の接続申込に際しては、別紙１に記載し添付すること。 

３ 光信号局内伝送路の接続申込に際しては、別紙２に記載し添付すること。 

 

別表４ 違約金 

57



（略） 

第２ 光信号端末回線の接続の手続きに係る違約金 

区 分 違約金の額 

接続申込者が、第78条

の２（一般光信号中継

回線、光信号端末回線

又は光信号局内伝送

路の接続の手続きに

係る違約金）第２項に

規定する接続の申込

みの撤回を行った場

合の違約金 

 

 

(1) 第 34 条の４（光信号端末回線又は

光信号局内伝送路の接続申込み）第１

項に規定する申込みが当社に到達した

日から同条第２項に規定する回答（同

条第２項において、接続する光信号端

末回線を特定しないで提供可能時期を

回答した場合には、同条第５項に規定

する通知とします。以下この表におい

て同じとします。）を当社が行うまでの

間に撤回を行った場合 

ア イ以外の場合 

 

4,359 円 

イ 第 34条の４第２

項に規定する回答

を行うための調査

において当社が現

地調査を行った場

合 

19,401 円 

 

第３ 光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違約金 

区 分 違約金の額 

接続申込者が、第 78条の２

（一般光信号中継回線、光

信号端末回線又は光信号局

内伝送路の接続の手続きに

係る違約金）第３項に規定

する接続の申込みの撤回を

行った場合の違約金 

(1) 第 34条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路

の接続申込み）第７項に規定する光信号局内伝送路によ

り接続を希望する区間の両端の設備が確定した日から

当社が光信号局内伝送路の接続に係る工事に着手する

までの間に撤回を行った場合 

4,662 円 

 

 

（略） 

第２ 光信号端末回線の接続の手続きに係る違約金 

区 分 違約金の額 

接続申込者が、第78条

の２（一般光信号中継

回線、光信号端末回線

又は光信号局内伝送

路の接続の手続きに

係る違約金）第２項に

規定する接続の申込

みの撤回を行った場

合の違約金 

 

 

(1) 第 34 条の４（光信号端末回線、特

定光信号端末回線又は光信号局内伝送

路の接続申込み）第１項に規定する申

込みが当社に到達した日から同条第２

項に規定する回答（同条第２項におい

て、接続する光信号端末回線を特定し

ないで提供可能時期を回答した場合に

は、同条第５項に規定する通知としま

す。以下この表において同じとしま

す。）を当社が行うまでの間に撤回を行

った場合 

ア イ以外の場合 

 

4,359 円 

イ 第 34条の４第２

項に規定する回答

を行うための調査

において当社が現

地調査を行った場

合 

19,401 円 

 

第３ 光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違約金 

区 分 違約金の額 

接続申込者が、第 78条の２

（一般光信号中継回線、光

信号端末回線又は光信号局

内伝送路の接続の手続きに

係る違約金）第３項に規定

する接続の申込みの撤回を

行った場合の違約金 

(1) 第 34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線

又は光信号局内伝送路の接続申込み）第７項に規定する

光信号局内伝送路により接続を希望する区間の両端の

設備が確定した日から当社が光信号局内伝送路の接続

に係る工事に着手するまでの間に撤回を行った場合 

4,662 円 

 

附 則 

（実施時期） 

 １ この改正規定は、認可を受けた後、速やかに実施します。 

（特定光信号端末回線との接続に係る経過措置） 

 ２ 特定光信号端末回線を複数の接続申込者等間で共用する場合の接続料の扱い及び接続の条件について

は、協定事業者との協議が調い、約款の変更が必要となるときは当社の準備が整い次第、別途約款の変更

認可申請を行うこととし、当該申請が認可された後、実施することとします。 

３ 料金表第１表（接続料金）第１（網使用料）２（料金額）２－11 第 26 欄について実績値が把握できた

ときは、当社は、別途約款の変更認可申請を行うこととし、当該申請が認可された後、この改正規定の実

施日に遡及して適用します。 
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網使用料算定根拠
（東日本コストに基づく接続料）
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Ⅰ.原価の算定及び料金の設定

１.その他の機能

A.特定光信号端末回線に係る回線管理機能

・特定光信号端末回線管理機能

①原価 (百万円)

②回線数（契約） 令和3年3月22日認可申請の網使用料算定根拠（東日本コストに基づく接続料）Ⅹ．料金設定に使用した回線数の２．機能別回線数より

③料金（円/回線・月） ①÷②÷12ヶ月

126,701

339

区分 金額等 備考

令和3年3月22日認可申請の網使用料算定根拠（東日本コストに基づく接続料）6.通信路設定伝送機能(1)の(e)の①専用回線管理運営費515

60



接続約款変更認可申請書 

 

 

                         西設相制第 000034号 

                         2021年 5月 24日 

 

総務大臣 

武田 良太 殿 

 

                 郵便番号 ５４０－８５１１ 

                     おおさかふおおさかしちゅうおうくばんばちょう 

                 住所  大阪府大阪市中央区馬場町３番 15号 

 

                 名称及び代表者の氏名 

                     にしにっぽんでんしんでんわかぶしきがいしゃ 

                     西日本電信電話株式会社 

                             こばやし  みつよし                                  

                     代表取締役社長 小林 充佳 

 

                 登録の年月日及び番号 

 

                    平成１６年４月１日 第 234号 

 

 

 電気通信事業法第 33条第２項の規定により、別紙のとおり接続約款の変更の

認可を受けたいので申請します。 

 

 

 

 

実施期日 

 

 

 

 

認可を受けた後、速やかに実施します。 
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電気通信事業法第33条第２項に基づく第１種指定電気通信設備との接続に関する契約約款の一部改正 

旧 
 

（用語の定義） 

第３条 この約款においては、次表の左欄の用語はそれぞれ右欄の意味で使用します。 

用  語 意  味 

1～90 （略） （略） 

90 光信号端末回線  光信号の伝送に係る端末回線（光局外スプリッタ（通信用建物等（通

信用建物及びその通信用建物から工事可能な最も近い当社の指定する

マンホール等までの間の管路若しくはとう道を含みます。以下同じと

します。）以外に設置される光信号の多重分離を行う装置をいいま

す。以下同じとします。）を含むものと含まないものがあります。そ

の区間において伝送装置及びその付属設備を設置しないものに限りま

す。また、当社による光信号の伝送に係る端末回線の提供が困難なエ

リア等において、他事業者の個別要望により他事業者の個別の費用負

担で当社の光信号の伝送に係る端末回線を延長し、その延長された区

間の端末回線を用いて当社が卸電気通信役務を提供する場合における

当該卸電気通信役務の提供に用いられる光信号の伝送に係る端末回線

を除きます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事前照会） 

第10条の２ （略） 

２ 前項の請求により当社が提供する情報は、次の各号のうち接続申込者が事前照会申込書に指定する事項と

します。 

 (1)～(7) （略） 

 (8) 接続申込者が指定する利用区間、利用芯線数及び接続開始希望時期に係る光信号端末回線（既に設置

された当社の光屋内配線を光信号端末回線と一体として利用すること又は光信号分岐端末回線と一体と

して当社の光屋内配線（主として一戸建ての建物に設置される形態により設置するものに限ります。以

下、第34条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第11項から第13項及び第34条の

12（既に設置された当社の光屋内配線に係る精算）において同じとします。）を新たに設置して利用す

ることを要望される場合には、その光屋内配線を含みます。以下この条、第34条の４、第99条の６及び

 

（用語の定義） 

第３条 この約款においては、次表の左欄の用語はそれぞれ右欄の意味で使用します。 

用  語 意  味 

1～90 （略） （略） 

90 光信号端末回線  光信号の伝送に係る端末回線（光局外スプリッタ（通信用建物等（通

信用建物及びその通信用建物から工事可能な最も近い当社の指定する

マンホール等までの間の管路若しくはとう道を含みます。以下同じと

します。）以外に設置される光信号の多重分離を行う装置をいいま

す。以下同じとします。）を含むものと含まないものがあります。そ

の区間において伝送装置及びその付属設備を設置しないものに限りま

す。また、当社による光信号の伝送に係る端末回線の提供が困難なエ

リア等において、他事業者の個別要望により他事業者の個別の費用負

担で当社の光信号の伝送に係る端末回線を延長し、その延長された区

間の端末回線を用いて当社が卸電気通信役務を提供する場合における

当該卸電気通信役務の提供に用いられる光信号の伝送に係る端末回線

を除きます。）であって、一戸建ての建物等において接続申込者が指

定する場所、それ以外の建物において当社が設置する光成端盤又は電

柱等において当社若しくは他事業者が設置する端子函に終端するもの 

90-2 特定光信号端末回線 光信号の伝送に係る端末回線（光信号端末回線（光信号主端末回線及

び光信号分岐端末回線を除きます。）と組み合わせて利用するため

に、接続申込者の個別要望により接続申込者の個別の費用負担で当社

が敷設する光ファイバケーブルに収容されるものに限ります。）であ

って、電柱等において当社が設置する端子函を利用区間の始点とし、

光信号端末回線の提供可能エリア内であって、光信号端末回線の終端

する場所を除いた場所を利用区間の終点とするもの 

 

（事前照会） 

第10条の２ （略） 

２ 前項の請求により当社が提供する情報は、次の各号のうち接続申込者が事前照会申込書に指定する事項と

します。 

 (1)～(7) （略） 

 (8) 接続申込者が指定する利用区間、利用芯線数及び接続開始希望時期に係る光信号端末回線（既に設置

された当社の光屋内配線を光信号端末回線と一体として利用すること又は光信号分岐端末回線と一体と

して当社の光屋内配線（主として一戸建ての建物に設置される形態により設置するものに限ります。以

下、第34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第11項か

ら第13項及び第34条の12（既に設置された当社の光屋内配線に係る精算）において同じとします。）を

新たに設置して利用することを要望される場合には、その光屋内配線を含みます。以下この条、第34条

新 
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第99条の７において同じとします。）の提供可能時期（接続申込者と利用者の建物の管理者との光信号

端末回線の入線等に係る調整（光信号端末回線を設置するために当社がその建物に入館する際の調整を

含みます。以下同じとします。）が十分でない場合には提供できないこと又はその時期に提供できない

ことがあります。）及び伝送損失（計算による値となります。） 

 

（準用） 

第11条の２ 前条第４項の規定は、第34条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第１

項、第34条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１項又は第34条の７（特別光信号

中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第１項の場合に準用します。 

 

第６節の２ 当社の光回線設備との接続に関する手続き 

（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み） 

第34条の４  

１～３ （略） 

４ 第２項の場合において、当社が接続する光信号端末回線を特定して提供可能時期を回答したときは、当社

は、接続開始時期までに、その光信号端末回線に係る情報（加入者光主配線盤設置フロア、光成端盤設置フ

ロア、コネクタ（通信用建物又は利用者の建物に設置されるものとします。）種別、ファイバ種別及び伝送

損失（計算による値となります。）を含みます。以下次項において同じとします。）を提供するものとしま

す。 

 

５ 当社が、第２項において、接続する光信号端末回線を特定しないで提供可能時期を回答した場合には、当

社は、接続申込者が指定した利用区間に係る光信号端末回線を特定することが可能となった後、遅滞なく、

接続申込者に対し、その光信号端末回線を利用可能とするための当社の準備が整う時期に係る情報を通知す

るものとします。この場合において、当社はその光信号端末回線に係る情報を接続開始時期までに提供する

ものとします。 

６ 接続申込者は、第２項に規定する回答を当社が行った日（第２項において、接続する光信号端末回線を特

定しないで提供可能時期を回答した場合には、前項に規定する通知を当社が行った日とします。）から３ヶ

月が経過する日（以下この項において「工事日指定期日」といいます。）までに、当社に対し、その光信号

端末回線の工事日を指定することを要します(第１項の規定に基づき、当社が、光信号端末回線の仮予約工

事日を接続申込者が指定した工事日として取り扱った場合を除きます。)。この場合において、接続申込者

が工事日指定期日までに工事日の指定を行わないときは、第２項に規定する回答及び承諾は効力を失い、当

社は、工事日指定期日をもって、接続申込者が第１項に規定する申込みを撤回したものとみなします。 

ただし、接続申込者が、工事日指定期日までに、当社に対し、工事日指定期日を延伸したい旨を申し出た

場合であって、その事情を当社が認めたときは、この限りではありません。 

 

７～８ （略） 

９ 接続申込者は、第１項の申込みの到達した日から６ヶ月が経過する日と提供可能時期（光信号端末回線に

おいては、第２項に規定する提供可能時期（接続する光信号端末回線を特定しないで提供可能時期を回答し

た場合は第５項に規定する当社の準備が整う時期とします。）をいい、光信号局内伝送路においては、第７

項に規定する光信号局内伝送路により接続を希望する区間の両端の設備が確定した日から１ヶ月半が経過す

る日又は当社が提供可能時期を回答する場合にはその時期をいいます。）から３ヶ月（当社の責めに帰すべ

き事由による期間は除きます。）が経過する日とのいずれか遅い日（以下この条において「接続開始期日」

といいます。）までに接続を開始することを要します。接続申込者が接続開始期日までに接続を開始しない

ときは、第２項及び第７項に規定する回答及び承諾は効力を失い、当社は、接続開始期日をもって接続申込

の４、第99条の６及び第99条の７において同じとします。）の提供可能時期（接続申込者と利用者の建

物の管理者との光信号端末回線の入線等に係る調整（光信号端末回線を設置するために当社がその建物

に入館する際の調整を含みます。以下同じとします。）が十分でない場合には提供できないこと又はそ

の時期に提供できないことがあります。）及び伝送損失（計算による値となります。） 

 

（準用） 

第11条の２ 前条第４項の規定は、第34条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第１

項、第34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１項又は第

34条の７（特別光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第１項の場合に準用します。 

 

第６節の２ 当社の光回線設備等との接続に関する手続き 

（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み） 

第 34 条の４  

１～３ （略） 

４ 第２項又は第17項の場合において、当社が接続する光信号端末回線（特定光信号端末回線を含みます。以

下この項から第６項及び第９項において同じとします。）を特定して提供可能時期を回答したときは、当社

は、接続開始時期までに、その光信号端末回線に係る情報（加入者光主配線盤設置フロア、光成端盤設置フ

ロア、コネクタ（通信用建物又は利用者の建物に設置されるものとします。）種別、ファイバ種別及び伝送

損失（計算による値となります。）を含みます。以下次項において同じとします。）を提供するものとしま

す。 

５ 当社が、第２項又は第17項において、接続する光信号端末回線を特定しないで提供可能時期を回答した場

合には、当社は、接続申込者が指定した利用区間に係る光信号端末回線を特定することが可能となった後、

遅滞なく、接続申込者に対し、その光信号端末回線を利用可能とするための当社の準備が整う時期に係る情

報を通知するものとします。この場合において、当社はその光信号端末回線に係る情報を接続開始時期まで

に提供するものとします。 

６ 接続申込者は、第２項に規定する回答又は第17項に規定する通知を当社が行った日（第２項又は第17項に

おいて、接続する光信号端末回線を特定しないで提供可能時期を回答した場合には、前項に規定する通知を

当社が行った日とします。）から３ヶ月が経過する日（以下この項において「工事日指定期日」といいま

す。）までに、当社に対し、その光信号端末回線の工事日を指定することを要します(第１項の規定に基づ

き、当社が、光信号端末回線の仮予約工事日を接続申込者が指定した工事日として取り扱った場合を除きま

す。)。この場合において、接続申込者が工事日指定期日までに工事日の指定を行わないときは、第２項又

は第16項及び第17項に規定する回答及び承諾は効力を失い、当社は、工事日指定期日をもって、接続申込者

が第１項に規定する申込みを撤回したものとみなします。 

ただし、接続申込者が、工事日指定期日までに、当社に対し、工事日指定期日を延伸したい旨を申し出た

場合であって、その事情を当社が認めたときは、この限りではありません。 

７～８ （略） 

９ 接続申込者は、第１項又は第17項の申込みの到達した日から６ヶ月が経過する日と提供可能時期（光信号

端末回線においては、第２項又は第17項に規定する提供可能時期（接続する光信号端末回線を特定しないで

提供可能時期を回答した場合は第５項に規定する当社の準備が整う時期とします。）をいい、光信号局内伝

送路においては、第７項に規定する光信号局内伝送路により接続を希望する区間の両端の設備が確定した日

から１ヶ月半が経過する日又は当社が提供可能時期を回答する場合にはその時期をいいます。）から３ヶ月

（当社の責めに帰すべき事由による期間は除きます。）が経過する日とのいずれか遅い日（以下この条にお

いて「接続開始期日」といいます。）までに接続を開始することを要します。接続申込者が接続開始期日ま

でに接続を開始しないときは、第２項、第７項又は第16項及び第17項に規定する回答及び承諾は効力を失
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者が第１項に規定する申込みを撤回したものとみなします。 

ただし、接続申込者が、接続開始期日までに、当社に対し、接続開始期日を延伸したい旨を申し出た場合

であって、その事情を当社が認めたときは、この限りではありません。 

 

10 前項ただし書きの場合において、当社は、接続申込者が、延伸前の接続開始期日からその接続を開始する

日の前日までの間、その接続申込者が行った第１項に規定する申込みに係る機能を利用したものとみなしま

す。 

11～15 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（光回線設備の非現用芯線がない場合の立入り） 

第 34 条の５ 当社が第 34 条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第４項第１号又は第

34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第８項において読み替えて適用される第 34

条の２第４項第１号の通知をしたときは、その通知を受け取った接続申込者又はその接続申込者が指定した

者は、通知の内容を確認するため、その通知に係る当社の光主配線盤を設置している通信用建物に立ち入る

ことができます。この場合において、立入者の数は、その目的に必要な範囲内に限るものとします。 

 

い、当社は、接続開始期日をもって接続申込者が第１項又は第17項に規定する申込みを撤回したものとみな

します。 

ただし、接続申込者が、接続開始期日までに、当社に対し、接続開始期日を延伸したい旨を申し出た場合

であって、その事情を当社が認めたときは、この限りではありません。 

10 前項ただし書きの場合において、当社は、接続申込者が、延伸前の接続開始期日からその接続を開始する

日の前日までの間、その接続申込者が行った第１項又は第17項に規定する申込みに係る機能を利用したもの

とみなします。 

11～15 （略） 

16 接続申込者は、当社の特定光信号端末回線と接続しようとするときは、当社に対し、特定光信号端末回線

線路設備調査申込書により、特定光信号端末回線についての調査の申込みを行うことを要します。この場合

において、当社は、大量の申込みを一時に受け付けた場合又は他の接続申込者より大量の申込みを既に受け

付けている場合等の特別の事情がない限り、申込みの到達した日から１か月以内に、接続申込者が指定した

利用区間に係る特定光信号端末回線の概算提供可能時期等を特定光信号端末回線線路設備調査回答書によ

り、回答します。なお、接続申込者は、この申込みに先立って第 11 条（事前調査の申込み）を行っている必

要はありません。 

17 接続申込者は、前項に規定する回答を当社が行った日から１ヶ月以内に、当社に対し、特定光信号端末回

線との接続の申込みを行うことを要します。この場合において、接続申込者は、その特定光信号端末回線と

組み合わせて利用する光信号端末回線の接続申込みを併せて行うこと及び事前に特定光信号端末回線の敷設

に係る調整を行うことを要します。当社は、第 22 条（接続申込みの承諾）第１項各号の場合を除き、受け付

けをもって特定光信号端末回線に係る接続の申込みの承諾とし、特別な工事が必要となる場合、大量の申込

みを一時に受け付けた場合又は他の接続申込者より大量の申込みを既に受け付けている場合等の特別の事情

がない限り、接続の申込みの承諾を行った日から２ヶ月以内に提供可能時期を通知します。  

18 当社は、前項の場合において、提供可能時期までに提供できないとき又は提供できないときは理由を接続

申込者に通知します。 

19 特定光信号端末回線を敷設するために他人の土地及びこれに定着する建物その他の工作物（以下「土地等」

といいます。）を利用している場合において、当社が、その他人からその特定光信号端末回線を撤去するよ

う求められたときは、協定事業者と協議の上、撤去の必要がある場合は、その特定光信号端末回線を撤去す

るものとします（その撤去により生じた損害について、当社はその協定事業者に対する責任を負わないもの

とします。）。 

20 協定事業者が特定光信号端末回線又は特定光信号端末回線との接続の申込みと併せて接続の申込みを行っ

た光信号端末回線との接続を終了する申込みを行った場合、接続を終了する申込みがあった回線との接続を

終了するとともに、その回線と併せて接続の申込みを行った回線との接続についても終了する申込みがあっ

たものとみなします。なお、当社は特定光信号端末回線との接続を終了する申込みがあった場合（接続を終

了する申込みがあったものとみなす場合を含みます。）であって、その特定光信号端末回線が収容される光

ファイバケーブルにおいて他の特定光信号端末回線が現用に供されていないときは、第 36 条の２（協定事業

者の申込みによる個別管理対象設備の利用中止等）第１項に規定する申込みがあったものとみなします。 

 

（光回線設備の非現用芯線がない場合の立入り） 

第 34 条の５ 当社が第 34 条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第４項第１号又は第

34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第８項において読み

替えて適用される第 34 条の２第４項第１号の通知をしたときは、その通知を受け取った接続申込者又はその

接続申込者が指定した者は、通知の内容を確認するため、その通知に係る当社の光主配線盤を設置している

通信用建物に立ち入ることができます。この場合において、立入者の数は、その目的に必要な範囲内に限る

ものとします。 
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（光信号端末回線のテープ分散に係る確認調査及び接続の申込み） 

第 34 条の 10  

１～２ （略） 

３ 接続申込者は、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）の規定により、光信号

端末回線との接続の申込みを行う際に、テープ分散による接続を要望（テープ分散が不可である場合にはテ

ープ分散によらないで接続することを予め承諾するものとします。）することができます。この場合におい

て接続申込者は、次の各号に規定する調査のいずれかを併せて申込むものとします。 

(1) 接続申込みにより指定する光配線盤に終端する１の光信号端末回線について、その光配線盤に終端し

現に利用している１の光信号端末回線（接続申込みにより指定する光信号端末回線が光局外スプリッタを

含むものである場合は、光局外スプリッタを含まないものに限ります。）とのテープ分散による接続の可

否 

(2) 接続申込みにより指定する同一の光配線盤に終端する２の光信号端末回線のテープ分散による接続の

可否 

 

（複数年段階料金を適用する光信号主端末回線の取扱い） 

第 34 条の 13 接続申込者は、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）の規定に基

づき、当社の光信号主端末回線と接続しようとする場合は、当社が別に定める通信用建物に収容する光信号

主端末回線に限り、複数年段階料金（平成 24 年３月 29 日付け情報通信行政・郵政行政審議会答申（情郵審

第 33 号）に基づき、接続開始後１年間の接続料を低減させ、当該低減額及び当該低減額に係る利息を接続開

始後３年目の接続料に加算する方法により算定した光信号主端末回線の料金のことをいいます。以下、同じ

とします。）の適用を選択することができます。 

 

（準用） 

第39条 前条第３項の規定は、第 10 条の２（事前照会）第３項、第 10 条の３（相互接続点の調査及び設置

申込み）第５項、第 10 条の 13（電柱添架の申込み）第２項、第 13 条（事前調査の回答）第１項、第３

項若しくは第４項、第 34 条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第２項若しくは第

３項、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第２項、第３項若しくは第７

項、第 34 条の７（特別光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第２項若しくは第３項、第 34 条

の 10（光信号端末回線のテープ分散に係る確認調査及び接続の申込み）第４項、第 36 条の３（個別管理

対象設備の除却又は転用）第３項、第 95 条の４（接続に必要な装置等の設置に係る標準的期間）第１項、

第 99 条の３（ＤＳＬ回線等に係る情報の提供）又は第 99 条の６（光回線設備に係る情報の提供）の場合

に準用します。 

 

（定額制の網使用料の支払義務） 

第 64 条 協定事業者は、次の各号の規定に従い、料金表第１表第１（網使用料）に規定する網使用料のうち月

額で定める料金（以下「定額制の網使用料」といいます。）を支払うことを要します。 

(1) （略） 

(2) 料金表第１表第１（網使用料）に規定する端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄（２－１－１－２

第２欄ア欄に規定する加算料を除きます。以下この項において同じとします。）、光信号電気信号変換機能、

光信号多重分離機能、中継伝送専用機能、通信路設定伝送機能等（２－１－１－２第２欄ア欄に規定する加

算料及び２－１－２第２欄に規定する加算額を除きます。以下この項において同じとします。）又は波長多

重機能については、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第 10 項の規定によ

り利用したものとみなす期間を除き、専用サービス契約約款中最低利用期間の規定（同規定中「専用契約の

 

（光信号端末回線のテープ分散に係る確認調査及び接続の申込み） 

第 34 条の 10  

１～２ （略） 

３ 接続申込者は、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）

の規定により、光信号端末回線との接続の申込みを行う際に、テープ分散による接続を要望（テープ分散が

不可である場合にはテープ分散によらないで接続することを予め承諾するものとします。）することができ

ます。この場合において接続申込者は、次の各号に規定する調査のいずれかを併せて申込むものとします。 

(1) 接続申込みにより指定する光配線盤に終端する１の光信号端末回線について、その光配線盤に終端し

現に利用している１の光信号端末回線（接続申込みにより指定する光信号端末回線が光局外スプリッタを

含むものである場合は、光局外スプリッタを含まないものに限ります。）とのテープ分散による接続の可

否 

(2) 接続申込みにより指定する同一の光配線盤に終端する２の光信号端末回線のテープ分散による接続の

可否 

 

（複数年段階料金を適用する光信号主端末回線の取扱い） 

第 34 条の 13 接続申込者は、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接

続申込み）の規定に基づき、当社の光信号主端末回線と接続しようとする場合は、当社が別に定める通信用

建物に収容する光信号主端末回線に限り、複数年段階料金（平成 24 年３月 29 日付け情報通信行政・郵政行

政審議会答申（情郵審第 33 号）に基づき、接続開始後１年間の接続料を低減させ、当該低減額及び当該低減

額に係る利息を接続開始後３年目の接続料に加算する方法により算定した光信号主端末回線の料金のことを

いいます。以下、同じとします。）の適用を選択することができます。 

 

（準用） 

第39条 前条第３項の規定は、第 10 条の２（事前照会）第３項、第 10 条の３（相互接続点の調査及び設置

申込み）第５項、第 10 条の 13（電柱添架の申込み）第２項、第 13 条（事前調査の回答）第１項、第３

項若しくは第４項、第 34 条の２（一般光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込み）第２項若しくは第

３項、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第２項、

第３項、第７項、第16項若しくは第17項、第 34 条の７（特別光信号中継回線の線路設備調査及び接続申込

み）第２項若しくは第３項、第 34 条の 10（光信号端末回線のテープ分散に係る確認調査及び接続の申込

み）第４項、第 36 条の３（個別管理対象設備の除却又は転用）第３項、第 95 条の４（接続に必要な装置

等の設置に係る標準的期間）第１項、第 99 条の３（ＤＳＬ回線等に係る情報の提供）又は第 99 条の６

（光回線設備に係る情報の提供）の場合に準用します。 

 

（定額制の網使用料の支払義務） 

第 64 条 協定事業者は、次の各号の規定に従い、料金表第１表第１（網使用料）に規定する網使用料のうち月

額で定める料金（以下「定額制の網使用料」といいます。）を支払うことを要します。 

(1) （略） 

(2) 料金表第１表第１（網使用料）に規定する端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄（２－１－１－２

第２欄ア欄に規定する加算料を除きます。以下この項において同じとします。）、光信号電気信号変換機能、

光信号多重分離機能、中継伝送専用機能、通信路設定伝送機能等（２－１－１－２第２欄ア欄に規定する加

算料及び２－１－２第２欄に規定する加算額を除きます。以下この項において同じとします。）又は波長多

重機能については、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）

第 10 項の規定により利用したものとみなす期間を除き、専用サービス契約約款中最低利用期間の規定（同規
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解除」とあるのは「専用契約の解除若しくは接続専用回線の接続休止」と読み替えるものとし、他社料金設

定回線に係る規定を除きます。）を準用します。この場合において、端末回線伝送機能（２－１－１－１第

２欄ウ欄、第６欄及び第９欄に係るものに限ります。）、光信号電気信号変換機能、光信号多重分離機能、

中継伝送専用機能、光信号中継伝送機能、イーサネットフレーム伝送機能、光信号局内伝送機能又は波長多

重機能は、専用サービス契約約款に規定する高速ディジタル伝送サービスの場合の規定に準ずるものとしま

す。 

(3) 端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄若しくは第４欄若しくは第４－２欄若しくは第５欄若しく

は第７欄、ＩＳＭ折返し機能、光信号電気信号変換機能、光信号多重分離機能、光信号分岐端末回線管理機

能、ＤＳＬ回線管理機能、ＤＳＬ回線故障対応機能、端末回線伝送機能管理機能、光回線設備管理機能、光

信号局内回線管理機能、ＩＰ通信網回線管理機能、波長多重機能、下部端末回線管理機能、一般収容局ルー

タ接続ルーティング伝送機能、一般中継局ルータ接続ルーティング伝送機能又は特別収容局ルータ接続ルー

ティング伝送機能の場合 

当該機能の利用を開始した日（端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄又は光信号電気信号変換機能

については、第 28 条（完成通知）に規定する完成通知に記載した期日とします。）から起算して協定の解除

若しくは消滅又は接続の変更により当社の指定電気通信設備との接続を終了した日の前日までの期間（当該

機能の利用を開始した日と接続を終了した日が同一である場合は１日とします。） 

２～３ （略） 

４ 協定事業者は、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第 15 項に規定する収

容に変更した場合は、当社が同条第 14 項に規定する収容を行っていなかったことにより生じた光信号主端末

回線等の網使用料の支払いを要しません。 

 

（網改造料の支払義務） 

第 66 条 協定事業者は、次の各号に規定する期日を含む月から、当該機能に係る電気通信設備が撤去される期

日を含む月までの期間（次の各号に規定する期日を含む月と撤去される期日を含む月が同一である場合は１

月間とします。）に係る料金表第１表第２（網改造料）２－１に規定する網改造料の支払いを要します。 

(1) 接続用設備又は接続用ソフトウェアについては、第 28 条（完成通知）又は第 34 条（準用）に規定する

完成通知に記載した期日（網改造料を按分して負担するときは、負担額を通知する書面に記載した期日

とします。） 

(2) 接続料金のうち、網使用料及び前号に規定する網改造料以外のものについては、その機能の利用を許

諾する書面に記載した期日 

２ （略） 

３ 第 36 条又は第 36 条の２（協定事業者の申込みによる個別管理対象設備の利用中止等）第１項の規定に基

づき、当社又は協定事業者が個別管理対象設備を更改又は利用中止したときは、次項に規定する場合を除き、

協定事業者は、料金表第１表第２（網改造料）２（料金額）２－１の２に規定する網改造料の支払いを要し

ます。 

 

（手続費の支払義務） 

第 68 条 協定事業者は、次の各号の場合には、料金表第２表第２（手続費）に規定する手続費の支払いを要し

ます。 

 (1)～(29) （略） 

 (30)  当社が、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第２項に規定する回答

を行うための現地調査若しくは光信号端末回線の接続に係る工事又は端末回線伝送機能（２－１－１－１

第３欄ウ欄又はエ欄に限ります。）に係る回線の提供可否を当社が回答するための現地調査若しくは端末

回線伝送機能（２－１－１－１第３欄ア欄（通信路設定伝送機能のうち高速ディジタル伝送に係るもので

定中「専用契約の解除」とあるのは「専用契約の解除若しくは接続専用回線の接続休止」と読み替えるもの

とし、他社料金設定回線に係る規定を除きます。）を準用します。この場合において、端末回線伝送機能（２

－１－１－１第２欄ウ欄、第６欄及び第９欄に係るものに限ります。）、光信号電気信号変換機能、光信号多

重分離機能、中継伝送専用機能、光信号中継伝送機能、イーサネットフレーム伝送機能、光信号局内伝送機

能又は波長多重機能は、専用サービス契約約款に規定する高速ディジタル伝送サービスの場合の規定に準ず

るものとします。 

(3) 端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄若しくは第４欄若しくは第４－２欄若しくは第５欄若しく

は第７欄、ＩＳＭ折返し機能、光信号電気信号変換機能、光信号多重分離機能、光信号分岐端末回線管理機

能、ＤＳＬ回線管理機能、ＤＳＬ回線故障対応機能、端末回線伝送機能管理機能、光回線設備管理機能、光信

号局内回線管理機能、ＩＰ通信網回線管理機能、波長多重機能、下部端末回線管理機能、一般収容局ルータ

接続ルーティング伝送機能又は特定光信号端末回線管理機能の場合 

当該機能の利用を開始した日（端末回線伝送機能２－１－１－１第２欄ウ欄又は光信号電気信号変換機能

については、第 28 条（完成通知）に規定する完成通知に記載した期日とします。）から起算して協定の解除

若しくは消滅又は接続の変更により当社の指定電気通信設備との接続を終了した日の前日までの期間（当該

機能の利用を開始した日と接続を終了した日が同一である場合は１日とします。） 

２～３ （略） 

４ 協定事業者は、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）

第 15 項に規定する収容に変更した場合は、当社が同条第 14 項に規定する収容を行っていなかったことによ

り生じた光信号主端末回線等の網使用料の支払いを要しません。 

 

（網改造料の支払義務） 

第 66 条 協定事業者は、次の各号に規定する期日を含む月から、当該機能に係る電気通信設備が撤去される期

日を含む月までの期間（次の各号に規定する期日を含む月と撤去される期日を含む月が同一である場合は１

月間とします。）に係る料金表第１表第２（網改造料）２－１に規定する網改造料の支払いを要します。 

(1) 次号に規定するものを除く接続用設備又は接続用ソフトウェアについては、第 28 条（完成通知）又は

第 34 条（準用）に規定する完成通知に記載した期日（網改造料を按分して負担するときは、負担額を

通知する書面に記載した期日とします。） 

(2) 料金表第１表第２（網改造料）１－１表第 69 欄の特定光信号端末回線伝送機能に係る個別管理対象設

備については、特定光信号端末回線との接続を開始した期日 

(3) 接続料金のうち、網使用料及び前２号に規定する網改造料以外のものについては、その機能の利用を許

諾する書面に記載した期日 

２ （略） 

３ 第 34 条の 4（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第 19 項、第 36

条又は第 36 条の２（協定事業者の申込みによる個別管理対象設備の利用中止等）第１項の規定に基づき、当

社又は協定事業者が個別管理対象設備を更改又は利用中止したときは、次項に規定する場合を除き、協定事

業者は、料金表第１表第２（網改造料）２（料金額）２－１の２に規定する網改造料の支払いを要します。 

 

（手続費の支払義務） 

第 68 条 協定事業者は、次の各号の場合には、料金表第２表第２（手続費）に規定する手続費の支払いを要し

ます。 

 (1)～(29) （略） 

 (30) 当社が、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第

２項に規定する回答を行うための現地調査若しくは光信号端末回線の接続に係る工事又は端末回線伝送機

能（２－１－１－１第３欄ウ欄又はエ欄に限ります。）に係る回線の提供可否を当社が回答するための現
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あって 128Kbit/s の符号伝送が可能なエコノミークラスのものと組み合わせて提供するものに限りま

す。） 、ウ欄又はエ欄に限ります。）を提供する回線の接続に係る工事（以下「接続工事等」といいます。）

を行う場合に、協定事業者が指定した時刻（当社が承諾したものに限ります。以下「指定時刻」といいま

す。）に接続工事等を行う場所に到着したとき。 

 (31)～(35) （略） 

  

 

 

 

（一般光信号中継回線、光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違約金） 

 

第 78 条の２ （略） 

２ 接続申込者が、第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１項に規定する光

信号端末回線との接続の申込みが当社に到達した日からその接続を開始するまでの間に、その接続の申込み

を撤回したとき（当社の責めに帰すべき事由による場合を除き、申込みの一部を撤回した場合及び同条第６

項又は第９項の規定により申込みを撤回したものとみなした場合を含みます。）は、接続申込者は当社に対

して、別表４第２（光信号端末回線の接続の手続きに係る違約金）に規定する額（撤回された部分の申込み

に係るものに限ります。）に消費税相当額を加算した額を違約金として、当社が別に定める方法により支払

うことを要します。 

３ 接続申込者が、第34条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１項に規定する光信

号局内伝送路との接続の申込みを行った場合において、同条第７項に規定する光信号局内伝送路により接続

を希望する区間の両端の設備が確定した日からその接続を開始するまでの間に、その接続の申込みを撤回し

たとき（当社の責めに帰すべき事由による場合を除き、申込みの一部を撤回した場合及び同条第９項の規定

により申込みを撤回したものとみなした場合を含みます。）は、接続申込者は当社に対して、別表４第３

（光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違約金）に規定する額（撤回された部分の申込みに係るものに限

ります。）に消費税相当額を加算した額を違約金として、当社が別に定める方法により支払うことを要しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料金表 

第１表 接続料金 

 第１ 網使用料 

  １ 適用 

区  分 内  容 

(1)～(22) （略） （略） 

地調査若しくは端末回線伝送機能（２－１－１－１第３欄ア欄（通信路設定伝送機能のうち高速ディジタ

ル伝送に係るものであって 128Kbit/s の符号伝送が可能なエコノミークラスのものと組み合わせて提供す

るものに限ります。） 、ウ欄又はエ欄に限ります。）を提供する回線の接続に係る工事（以下「接続工事

等」といいます。）を行う場合に、協定事業者が指定した時刻（当社が承諾したものに限ります。以下「指

定時刻」といいます。）に接続工事等を行う場所に到着したとき。 

 (31)～(35) （略） 

 (36)  接続申込者が、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申

込み）第 16 項に規定する特定光信号端末回線に関する調査の回答を受けたとき 

 

（一般光信号中継回線、光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違

約金） 

第78条の２ （略） 

２ 接続申込者が、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）

第１項に規定する光信号端末回線との接続の申込みが当社に到達した日からその接続を開始するまでの間

に、その接続の申込みを撤回したとき（当社の責めに帰すべき事由による場合を除き、申込みの一部を撤回

した場合及び同条第６項又は第９項の規定により申込みを撤回したものとみなした場合を含みます。）は、

接続申込者は当社に対して、別表４第２（光信号端末回線の接続の手続きに係る違約金）に規定する額（撤

回された部分の申込みに係るものに限ります。）に消費税相当額を加算した額を違約金として、当社が別に

定める方法により支払うことを要します。 

３ 接続申込者が、第34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）

第１項に規定する光信号局内伝送路との接続の申込みを行った場合において、同条第７項に規定する光信号

局内伝送路により接続を希望する区間の両端の設備が確定した日からその接続を開始するまでの間に、その

接続の申込みを撤回したとき（当社の責めに帰すべき事由による場合を除き、申込みの一部を撤回した場合

及び同条第９項の規定により申込みを撤回したものとみなした場合を含みます。）は、接続申込者は当社に

対して、別表４第３（光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違約金）に規定する額（撤回された部分の申

込みに係るものに限ります。）に消費税相当額を加算した額を違約金として、当社が別に定める方法により

支払うことを要します。 

４ 接続申込者が、第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込

み）第16項に規定する特定光信号端末回線についての調査の申込みが当社に到達した日から当社が回答する

までの間に、その調査の申込みを撤回したとき又は同条第17項に規定する特定光信号端末回線との接続の申

込みが当社に到達した日からその接続を開始するまでの間に、その接続の申込みを撤回したとき（当社の責

めに帰すべき事由による場合を除き、申込みの一部を撤回した場合及び同条第６項又は第９項の規定により

申込みを撤回したものとみなした場合を含みます。）は、接続申込者は当社に対して、その申込みの撤回に

より新たに発生する費用及びそれまでに既に発生した費用に消費税相当額を加算した額を違約金として、当

社が別に定める方法により支払うことを要します。 

 

料金表 

第１表 接続料金 

 第１ 網使用料 

  １ 適用 

区  分 内  容 

(1)～(22) （略） （略） 
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(23)  ＤＳＬ回線管

理機能、下部端末回

線管理機能、端末回

線伝送機能管理機

能、光回線設備管理

機能、光信号局内回

線管理機能、光信号

分岐端末回線管理機

能又はＩＰ通信網回

線管理機能に係る料

金の適用 

ＤＳＬ回線管理機能、下部端末回線管理機能、端末回線伝送機能管理機能、光回

線設備管理機能若しくは光信号局内回線管理機能、光信号分岐端末回線管理機能

又はＩＰ通信網回線管理機能に係る料金については、協定事業者が、それぞれ２

（料金額）２－１－１－１第４欄、第４―２欄、第５欄、第６欄ア欄若しくは２

－５－３若しくは２－11第19欄、２－１－１－２第２欄ア欄又は２－11第24欄若

しくは第25欄に規定する機能を利用する場合に適用します 

 

  ２ 料金額 

  ２－１１ その他の機能 

区  分 単位 料金額 備考 

(1)～(26) 

（略） 

（略） （略）   

 

 

 

第２ 網改造料 

 １ 適用 

区  分 内  容 

(1)～(6) （略） （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １－１ 網改造料の対象となる機能 

(23)  ＤＳＬ回線管

理機能、下部端末回

線管理機能、端末回

線伝送機能管理機

能、光回線設備管理

機能、光信号局内回

線管理機能、光信号

分岐端末回線管理機

能、ＩＰ通信網回線

管理機能又は特定光

信号端末回線管理機

能に係る料金の適用 

ＤＳＬ回線管理機能、下部端末回線管理機能、端末回線伝送機能管理機能、光回

線設備管理機能若しくは光信号局内回線管理機能、光信号分岐端末回線管理機

能、ＩＰ通信網回線管理機能又は特定光信号端末回線管理機能に係る料金につい

ては、協定事業者が、それぞれ２（料金額）２－１－１－１第４欄、第４―２

欄、第５欄、第６欄ア欄若しくは２－５－３若しくは２－11第19欄、２－１－１

－２第２欄ア欄、２－11第24欄又は第１表（接続料金）第２（網改造料）１（適

用）１－１（網改造料の対象となる機能）第69欄に規定する機能を利用する場合

に適用します。 

 

  ２ 料金額 

  ２－１１ その他の機能 

区  分 単位 料金額 備考 

(1)～(26) （略）                                 

(27) 特定光信号端末

回線管理機能 

協定事業者の特定光信号端末回線の

情報の管理を行うとともに網改造料

を請求する機能 

１回線ごと

に 

558円      

 

第２ 網改造料 

 １ 適用 

区  分 内  容 

(1)～(6) （略） （略） 

(7) 特定光信号端末

回線伝送機能の適用 

特定光信号端末回線伝送機能に係る料金額の算定に関して、第１表（接続料金）

第２（網改造料）２（料金額）２－１（算出式）における設備管理運営費エ(ｴ)の

規定における工事費（物品費＋取付費）については、当該機能の提供のために必

要となる物品費、人件費等の費用をもとに算定される実費とします。 

また、協定事業者が特定光信号端末回線伝送機能を利用するときであって、当社

の既に設置されている管路又は電柱を利用する場合は、以下に規定する料金の支

払いを要します。 

ア 管路に係る負担額 

  第３表（預かり保守等契約等に基づく負担額）第２（とう道又は管路に係る負

担額）２（とう道又は管路に係る料金額）２－２（管路に係る料金額）の料金額

を準用することとします。この場合において、第３表第２の規定中「預かり保守

等契約又はコロケーション・スペース利用契約」とあるのは「特定光信号端末回

線伝送機能の利用」と読み替えるものとします。 

イ 電柱に係る負担額 

第３表（預かり保守等契約等に基づく負担額）第３（電柱に係る負担額）の負

担額を準用した年額料金の 12 分の１とします。 

 

 

 １－１ 網改造料の対象となる機能 
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区  分 備  考 

(1)～(68) （略） （略） （略） 

 

 

 

  ２ 料金額 

  ２－１の２ 個別管理対象設備を更改又は利用中止する場合の料金額 

   第36条（当社が行う電気通信設備又はソフトウェアの更改）又は第36条の２（協定事業者の申込みによ

る個別管理対象設備の利用中止等）第１項の規定に基づき、当社又は協定事業者が個別管理対象設備を更

改又は利用中止する場合は、それぞれ次の算出式により協定事業者が負担する料金額を算定します。この

場合において、貸倒率については、２－３（年額料金の算定に係る比率）によります。 

 

 

第２表 工事費及び手続費 

第２ 手続費 

２－２ ２－１以外の手続費 

区  分 単 位 備 考 

(1)～(12) （略） （略） （略） （略） 

 

 

 

 

別表３ 様式 

（略） 

様式第７－４（第 34 条の４第１項関係） 

光回線設備接続申込書 

第   号 

   年  月  日                   

東日本電信電話株式会社／西日本電信電話株式会社 

殿 

                                 

所属（法人名等） 

氏名          

貴社接続約款第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１項の規定により、光回

線設備との接続を申し込みます。 

 

連絡先 

（担当者氏名、電話番号） 

 

注１ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

 ２ 光信号端末回線の接続申込に際しては、別紙１に記載し添付すること。 

３ 光信号局内伝送路の接続申込に際しては、別紙２に記載し添付すること。 

 

別表４ 違約金 

区  分 備  考 

(1)～(68) （略） （略） （略） 

(69) 特定光信号端

末回線伝送機能 

特定光信号端末回線にて伝送を行う機能           

 

  ２ 料金額 

  ２－１の２ 個別管理対象設備を更改又は利用中止する場合の料金額 

   第34条の4（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第19項、第36

条（当社が行う電気通信設備又はソフトウェアの更改）又は第36条の２（協定事業者の申込みによる個別

管理対象設備の利用中止等）第１項の規定に基づき、当社又は協定事業者が個別管理対象設備を更改又は

利用中止する場合は、それぞれ次の算出式により協定事業者が負担する料金額を算定します。この場合に

おいて、貸倒率については、２－３（年額料金の算定に係る比率）によります。 

 

第２表 工事費及び手続費 

第２ 手続費 

２－２ ２－１以外の手続費 

区  分 単 位 備 考 

(1)～(12) （略） （略） （略） （略） 

(13) 特定光信号端

末回線に係る情報

調査費 

第34条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回

線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第16項に

規定する事項の調査に要する費用 

１件ごとに           

 

別表３ 様式 

（略） 

様式第７－４（第 34 条の４第１項関係） 

光回線設備接続申込書 

第   号 

   年  月  日                   

東日本電信電話株式会社／西日本電信電話株式会社 

殿 

                                 

所属（法人名等） 

氏名          

貴社接続約款第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線又は光信号局内伝送路の接続申込み）第１

項の規定により、光回線設備との接続を申し込みます。 

 

連絡先 

（担当者氏名、電話番号） 

 

注１ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

 ２ 光信号端末回線の接続申込に際しては、別紙１に記載し添付すること。 

３ 光信号局内伝送路の接続申込に際しては、別紙２に記載し添付すること。 

 

別表４ 違約金 
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（略） 

第２ 光信号端末回線の接続の手続きに係る違約金 

区 分 違約金の額 

接続申込者が、第78条

の２（一般光信号中継

回線、光信号端末回線

又は光信号局内伝送

路の接続の手続きに

係る違約金）第２項に

規定する接続の申込

みの撤回を行った場

合の違約金 

 

 

(1) 第 34 条の４（光信号端末回線又は

光信号局内伝送路の接続申込み）第１

項に規定する申込みが当社に到達した

日から同条第２項に規定する回答（同

条第２項において、接続する光信号端

末回線を特定しないで提供可能時期を

回答した場合には、同条第５項に規定

する通知とします。以下この表におい

て同じとします。）を当社が行うまでの

間に撤回を行った場合 

ア イ以外の場合 

 

4,137 円 

イ 第34条の４第２

項に規定する回答

を行うための調査

において当社が現

地調査を行った場

合 

19,175 円 

 

第３ 光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違約金 

区 分 違約金の額 

接続申込者が、第 78 条の２

（一般光信号中継回線、光

信号端末回線又は光信号局

内伝送路の接続の手続きに

係る違約金）第３項に規定

する接続の申込みの撤回を

行った場合の違約金 

(1) 第 34 条の４（光信号端末回線又は光信号局内伝送路

の接続申込み）第７項に規定する光信号局内伝送路によ

り接続を希望する区間の両端の設備が確定した日から

当社が光信号局内伝送路の接続に係る工事に着手する

までの間に撤回を行った場合 

4,468 円 

 

 

（略） 

第２ 光信号端末回線の接続の手続きに係る違約金 

区 分 違約金の額 

接続申込者が、第78条

の２（一般光信号中継

回線、光信号端末回線

又は光信号局内伝送

路の接続の手続きに

係る違約金）第２項に

規定する接続の申込

みの撤回を行った場

合の違約金 

 

 

(1) 第 34 条の４（光信号端末回線、特

定光信号端末回線又は光信号局内伝送

路の接続申込み）第１項に規定する申

込みが当社に到達した日から同条第２

項に規定する回答（同条第２項におい

て、接続する光信号端末回線を特定し

ないで提供可能時期を回答した場合に

は、同条第５項に規定する通知としま

す。以下この表において同じとしま

す。）を当社が行うまでの間に撤回を行

った場合 

ア イ以外の場合 

 

4,137 円 

イ 第34条の４第２

項に規定する回答

を行うための調査

において当社が現

地調査を行った場

合 

19,175 円 

 

第３ 光信号局内伝送路の接続の手続きに係る違約金 

区 分 違約金の額 

接続申込者が、第 78 条の２

（一般光信号中継回線、光

信号端末回線又は光信号局

内伝送路の接続の手続きに

係る違約金）第３項に規定

する接続の申込みの撤回を

行った場合の違約金 

(1) 第 34 条の４（光信号端末回線、特定光信号端末回線

又は光信号局内伝送路の接続申込み）第７項に規定する

光信号局内伝送路により接続を希望する区間の両端の

設備が確定した日から当社が光信号局内伝送路の接続

に係る工事に着手するまでの間に撤回を行った場合 

4,468 円 

 

附 則 

（実施時期） 

 １ この改正規定は、認可を受けた後、速やかに実施します。 

（特定光信号端末回線との接続に係る経過措置） 

 ２ 特定光信号端末回線を複数の接続申込者等間で共用する場合の接続料の扱い及び接続の条件について

は、協定事業者との協議が調い、約款の変更が必要となるときは当社の準備が整い次第、別途約款の変更

認可申請を行うこととし、当該申請が認可された後、実施することとします。 

３ 料金表第１表（接続料金）第１（網使用料）２（料金額）２－11 第 27 欄について実績値が把握できた

ときは、当社は、別途約款の変更認可申請を行うこととし、当該申請が認可された後、この改正規定の実

施日に遡及して適用します。 
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網使用料算定根拠
（西日本コストに基づく接続料）
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Ⅰ.原価の算定及び料金の設定

１.その他の機能

A.特定光信号端末回線に係る回線管理機能

・特定光信号端末回線管理機能

①原価 (百万円)

②回線数（契約） 令和3年3月22日認可申請の網使用料算定根拠（西日本コストに基づく接続料）Ⅹ．料金設定に使用した回線数の２．機能別回線数より

③料金（円/回線・月） ①÷②÷12ヶ月

130,240

558

区分 金額等 備考

令和3年3月22日認可申請の網使用料算定根拠（西日本コストに基づく接続料）6.通信路設定伝送機能(1)の(e)の①専用回線管理運営費872
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